
要
旨
日
本
の
新
聞
は
総
発
行
部
数
に
お
い
て
自
由
主
義
諸
国
中
の
第
一
位
で
あ
り
、
一
社
あ
た
り
の
総
発
行
部
数
は
読
売
新
聞
の
約
一
千

万
部
が
世
界
最
高
で
あ
る
。
そ
し
て
中
央
紙
、
地
方
紙
を
問
わ
ず
日
本
の
新
聞
に
は
絵
入
り
の
新
聞
小
説
が
朝
・
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
序
）
。
こ
れ
は
明
治
の
は
じ
め
東
京
絵
入
新
聞
な
ど
の
小
新
聞
（
大
衆
紙
）
の
雑
報
欄
に
生
じ
た
所
謂
三
面
記
事
の
連
載
に
は
じ
ま
り
（
一
、

雑
報
記
事
の
連
載
）
、
こ
れ
が
虚
実
相
半
ば
す
る
実
話
か
ら
記
事
の
形
を
採
る
創
作
へ
展
開
し
て
読
者
の
人
気
を
得
た
（
三
、
所
謂
「
続
き
も

の
」
）
。
坪
内
道
遙
は
読
売
新
聞
（
改
進
党
系
）
に
お
い
て
紙
面
の
改
革
を
断
行
し
、
雑
報
記
事
を
綴
り
合
せ
た
様
な
続
き
も
の
を
廃
し
、
別
に

小
説
欄
を
新
設
し
た
。
明
治
十
九
年
一
月
よ
り
『
鍛
鐵
場
の
主
人
」
（
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
オ
ル
ジ
ュ
オ
ネ
ー
原
作
、
加
藤
瓢
乎
訳
）
、
つ
壁
い
て

『
当
世
商
人
気
質
』
（
饗
庭
篁
村
）
を
連
載
し
た
。
小
説
の
書
き
手
と
し
て
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
が
入
社
し
、
文
壇
に
紅
露
時
代
が
成
立
す
る

こ
と
と
な
っ
た
（
三
、
新
聞
小
説
と
坪
内
遁
遙
）
。
坪
内
道
遙
の
小
説
欄
の
改
革
は
、
明
治
十
八
年
に
発
表
し
た
『
小
説
神
髄
』
の
理
論
に
基
く

も
の
で
江
戸
時
代
以
来
の
我
国
の
道
徳
的
文
学
観
と
文
化
の
構
造
に
変
更
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
（
お
わ
り
に
ｌ
坪
内
遁
遙
の
小
説
観
）
。

新
聞
小
説
と
坪
内
造
遙

ｌ
読
売
新
聞
を
読
ん
で
Ｉ

本
田
康
雄
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日
本
は
今
日
、
世
界
第
一
の
発
行
部
数
を
持
つ
新
聞
大
国
で
も
あ
る
。
コ
ネ
ス
コ
文
化
統
計
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
一
九
八
四
年
現
在
、

日
本
の
新
聞
の
総
発
行
部
数
は
六
八
一
九
万
部
で
自
由
主
義
諸
国
中
の
最
大
の
発
行
部
数
で
あ
る
。
ま
た
普
及
率
で
も
一
千
人
あ
た
り
五

（
１
）

百
七
十
五
部
で
自
由
主
義
諸
国
中
の
第
一
位
で
あ
る
。
こ
の
中
で
総
発
行
部
数
約
一
千
万
部
の
読
売
新
聞
が
日
本
最
大
へ
つ
ま
り
世
界
最

大
の
発
行
部
数
を
持
つ
巨
大
な
新
聞
社
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
新
聞
界
に
お
い
て
は
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
と
い

っ
た
全
国
紙
は
各
県
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地
方
紙
と
激
し
い
競
争
を
続
け
て
い
る
。
地
方
在
住
の
購
読
者
に
と
っ
て
は
毎
日
、
先
ず
地
元

の
新
聞
を
閲
読
す
る
必
要
が
あ
り
、
余
裕
の
あ
る
人
が
重
ね
て
中
央
紙
を
購
読
す
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
。
明
治
以
来
の
伝
統
の
あ
る
す

ぐ
れ
た
多
数
の
地
元
紙
が
中
央
紙
以
上
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
央
紙
、
地
方
紙
を
問
わ
ず
朝
刊
に
も
夕
刊
に
も
社
会
面
の
下
段
に
挿
絵
入
り
の
新
聞
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が

日
本
の
新
聞
の
珍
ら
し
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
同
じ
形
態
で
、
題
名
の
下
に
作
者
名
と
画
家
名
が
並
び
、
二
段
組
み
あ
る
い
は

一
段
組
玖
、
字
数
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
三
枚
弱
、
全
ス
。
ヘ
ー
ス
の
中
央
三
分
の
一
は
挿
絵
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
こ
の
新
聞
小
説
の
形
態
に
つ
い
て
江
戸
の
文
芸
、
文
化
か
ら
の
流
れ
に
注
目
し
て
い
く
つ
か
の
小
論
を
発
表
し
て
き

（
２
）た

。
今
回
は
明
治
初
期
の
読
売
新
聞
を
あ
ら
ノ
、
通
読
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
加
え
て
主
と
し
て
同
紙
の
記
事
か
ら
問
題
と
す

べ
き
点
を
拾
っ
て
承
た
い
。

読
売
新
聞
は
明
治
七
年
十
一
月
二
日
、
東
京
虎
之
門
外
琴
平
町
一
番
地
、
日
就
社
に
お
い
て
創
刊
さ
れ
た
。
縦
二
十
六
糎
、
横
三
十
五

（
３
）

糎
の
半
紙
大
用
紙
両
面
刷
り
で
上
下
二
段
を
左
の
欄
に
分
け
て
い
る
。

序
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新聞小説と坪内遁遙（本田）

お
ふ
れ
お
さ
ば
き
し
ん
ぶ
ん
は
な
し
よ
せ
ぶ
み
し
ら
せ

「
布
告
」
「
裁
判
」
「
新
聞
」
「
説
話
」
「
投
書
」
「
稟
告
」
（
広
告
欄
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
「
新
聞
」
欄
が
一
番
多
く
の
ス
。
ヘ
ー
ス
を
占
め
て

い
る
。
読
売
新
聞
の
場
合
は
こ
の
「
新
聞
」
欄
が
他
紙
の
雑
報
欄
に
あ
た
り
、
「
説
話
」
欄
は
解
説
記
事
で
あ
る
。

読
売
新
聞
は
郵
便
報
知
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
《
朝
野
新
聞
な
ど
の
大
新
聞
が
政
論
を
主
と
し
、
知
識
人
層
を
対
象
と
し
た
の
に
対

し
、
口
語
体
で
分
り
易
い
記
事
を
書
い
て
庶
民
層
の
読
者
を
狙
っ
た
。
小
新
聞
の
元
祖
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
二
月
に
「
読
売
雑
諄
」
の

欄
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
は
社
説
も
な
か
っ
た
。
社
名
「
読
売
」
は
江
戸
時
代
の
瓦
版
の
〃
読
承
売
り
〃
の
意
で
庶
民
層
の
親
し
み
や
す
さ

は
な
し

を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
七
月
八
日
の
「
説
話
」
欄
に
、
先
に
投
書
で
緬
「
読
売
」
と
い
う
紙
名
は
拙
な
い
、
早
く
名
を
替
え

よ
…
…
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て

か
う
ぐ
し

…
…
此
国
で
昔
よ
り
読
売
と
い
う
も
の
が
（
香
具
師
仲
間
で
は
新
報
を
歩
行
な
が
ら
呼
ゆ
え
呼
売
と
云
棒
砂
糖
の
や
う
な
笠
を
冠
っ

て
大
津
絵
や
一
シ
と
せ
を
読
で
う
る
読
売
と
唱
へ
ま
ず
は
仲
間
の
外
で
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
）
新
聞
を
広
め
る
た
め
売
り
て
歩
行
た

は
西
洋
人
の
来
な
い
前
か
ら
で
有
り
ま
し
や
う
し
て
承
る
と
此
読
売
は
日
本
し
ん
ぶ
ん
の
濫
膓
で
ご
ざ
り
ま
す
。

と
解
説
し
て
い
る
。
読
売
新
聞
は
江
戸
庶
民
の
情
報
紙
で
あ
っ
た
瓦
版
の
流
れ
を
受
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
記
事
の
中
心
は
「
新
聞
」
欄

の
所
謂
三
面
記
事
で
あ
っ
た
。

記
事
が
あ
る
。

（
要
旨
）

読
売
新
聞
の
新
聞
欄
に
お
い
て
、
明
治
九
年
頃
か
ら
記
事
の
分
量
が
多
く
な
る
と
、
「
明
日
」
へ
続
け
る
二
回
連
載
の
雑
報
記
事
が
み

え
る
様
に
な
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
明
治
九
年
十
一
月
二
十
四
日
（
第
五
百
五
十
二
号
）
、
同
二
十
五
日
（
第
五
百
五
十
三
号
）
に
次
の

（
４
）

（
十
一
月
二
十
四
且
「
五
百
三
十
四
号
の
新
聞
に
一
寸
出
し
ま
し
た
が
」
と
断
っ
て
お
藤
殺
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

一
雑
報
記
事
の
連
載

－349－



る
。
お
藤
は
筑
前
の
生
ま
れ
で
内
藤
新
宿
の
娼
妓
で
あ
っ
た
。
請
出
さ
れ
て
西
の
窪
巴
町
の
貸
本
屋
忠
太
夫
の
女
房
と
な
っ
た
が
江

州
産
れ
の
番
頭
の
久
兵
衛
と
深
い
仲
と
な
り
、
夫
が
借
金
の
た
め
身
を
か
く
し
た
の
を
よ
い
こ
と
に
、
浮
気
を
続
け
る
。
お
藤
は
人

目
も
あ
る
の
で
久
兵
衛
に
新
栄
町
へ
世
帯
を
持
た
せ
、
お
銀
と
い
う
女
房
を
貰
っ
て
暮
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
実
は
久
兵
衛
と
の
逢
瀬

を
続
け
る
た
め
一
切
を
入
れ
揚
げ
て
尽
く
し
た
。

そ
の
う
ち
に
お
藤
は
金
も
な
く
な
り
困
り
果
て
上
久
兵
衛
に
十
五
円
の
金
策
を
た
の
む
。
そ
の
途
端
に
久
兵
衛
は
お
藤
が
う
る
さ

く
な
り
、
板
橋
の
知
り
合
い
の
と
こ
ろ
へ
金
策
に
行
こ
う
と
よ
い
加
減
な
こ
と
を
い
っ
て
あ
ち
こ
ち
連
れ
て
廻
っ
た
挙
句
、
夜
に
な

っ
て
本
性
を
顕
し
「
こ
上
ま
で
来
た
は
他
で
も
な
い
殺
し
て
し
ま
ふ
覚
悟
だ
」
と
短
刀
を
振
り
か
ざ
す
。
文
末
に
「
オ
、
シ
イ
こ
ん

な
に
長
く
な
り
ま
し
た
此
あ
と
は
明
日
ま
で
御
猶
予
」
と
あ
る
。

（
十
一
月
二
十
五
且
冒
頭
に
「
昨
日
は
う
か
ｌ
、
長
く
書
い
て
皆
さ
ん
へ
御
退
屈
の
思
ひ
を
さ
せ
た
お
藤
殺
し
…
：
．
」
と
あ
る
。

久
兵
衛
は
十
円
や
二
十
円
に
差
支
え
る
女
に
用
は
な
い
と
な
ぶ
り
殺
し
て
、
お
藤
の
締
め
て
い
た
紫
縮
緬
の
帯
と
巾
着
を
奪
い
急
ぎ

新
栄
町
の
家
へ
帰
る
。
女
房
お
銀
の
実
家
上
州
駒
形
在
の
小
屋
原
村
の
内
田
新
蔵
の
家
へ
逃
げ
る
た
め
小
網
町
よ
り
蒸
気
船
へ
の
り

首
尾
よ
く
新
蔵
の
家
へ
着
い
た
。
し
か
し
、
程
な
く
其
筋
よ
り
お
手
が
廻
り
縄
に
か
か
っ
て
東
京
へ
送
ら
れ
た
。

こ
の
様
な
犯
罪
、
情
痴
事
件
の
雑
報
記
事
の
連
載
が
の
ち
の
所
謂
「
続
き
も
の
」
に
繋
っ
た
と
承
ら
れ
る
。
単
な
る
記
事
の
連
載
と
い

は
な
し

う
だ
け
な
ら
、
「
岸
田
吟
香
先
生
の
眼
の
お
は
な
し
」
（
明
治
八
年
十
月
三
十
日
２
十
一
月
四
且
、
高
畠
藍
泉
述
の
「
説
話
」
（
明
治
九
年

（
５
）

一
月
十
八
日
２
十
九
旦
な
ど
あ
る
が
特
に
問
題
に
す
る
に
及
ぶ
ま
い
。
警
察
で
取
材
し
た
事
件
の
報
道
の
連
載
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
種
の
雑
報
記
事
の
連
載
は
読
売
新
聞
以
下
の
小
新
聞
に
お
い
て
流
行
し
、
特
に
東
京
絵
入
新
聞
は
記
事
に
草
双
紙
風
（
瓦
版
風
）

に
挿
絵
を
入
れ
た
の
で
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
新
聞
小
説
の
挿
絵
に
繋
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
み
た

い
◎
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最
近
起
っ
た
犯
罪
、
情
痴
事
件
等
の
報
道
が
好
評
で
、
分
量
の
多
い
も
の
は
二
回
連
載
と
な
っ
た
が
、
こ
の
連
載
形
式
に
新
し
い
流
行

（
６
）

を
起
し
た
の
は
「
か
な
よ
ゑ
」
新
聞
の
「
烏
追
い
お
松
の
傳
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
は
明
治
十
年
十
二
月
十
日
よ
り
翌
十
一
年
一
月
十

一
日
ま
で
十
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
同
じ
年
、
明
治
十
年
二
月
九
日
に
狂
死
し
た
毒
婦
・
烏
追
い
お
松
の
一
代
記
で
あ
る
。
普

通
の
雑
報
記
事
（
’
三
－
ろ
の
取
材
と
異
っ
て
実
録
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
時
間
的
に
近
い
同
年
の
事
件
で
、
ま
た
一

点
こ
の
毒
婦
が
起
し
た
事
件
の
年
月
日
を
明
示
し
て
新
聞
記
事
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
近
日
中
に
起
っ
た
事
件
の
報
道
に
準
じ
て
近

い
時
期
の
事
件
の
実
録
を
読
永
も
の
と
し
て
連
載
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
連
載
記
事
は
明
治
十
一
年
一
月
十
一
日
（
第
十
四
回
・
最
終
回
）
で
中
断
し
た
が
、
こ
の
日
の
記
事
の
文
末
に

記
者
日
お
松
の
伝
は
存
外
に
永
く
な
り
看
客
も
余
り
退
屈
し
た
か
ら
最
よ
い
加
減
に
結
局
に
し
た
ら
と
お
小
言
の
寄
書
も
あ
り
是

こ
ぼ
れ
さ
い
ば
ひ

か
ら
お
松
が
最
期
の
場
ま
で
は
六
七
年
の
長
物
語
で
一
度
浪
花
に
栄
華
の
夢
の
僥
倖
折
柄
新
平
民
の
御
布
令
大
坂
吉
と
再
会
よ

り
猶
又
悪
事
は
千
里
に
走
り
竹
藪
の
濱
田
殺
し
夫
よ
り
東
京
へ
戻
り
て
奇
病
を
病
む
の
一
条
は
彼
忠
蔵
が
情
の
愁
嘆
場
汐
入
堤
の
旧

巣
に
帰
り
大
團
円
を
結
ぶ
迄
は
別
段
に
戯
作
風
の
読
本
に
し
て
挿
絵
を
加
へ
「
鳥
追
お
松
海
上
新
話
」
と
い
ふ
外
題
に
て
近
日
発
見

す
る
積
り
で
す
か
ら
先
新
聞
で
は
今
日
が
大
詰
と
致
し
ま
す
嚥
看
客
お
見
倦
の
段
は
何
卒
お
ゆ
る
し
を
願
ひ
ま
す

田体
と
あ
り
、
こ
の
予
告
通
り
草
双
紙
合
巻
『
鳥
追
お
松
海
上
新
話
』
三
編
九
冊
、
仮
名
垣
魯
文
閲
、
久
保
田
彦
作
作
、
陽
州
斎
周
延
画

遙
が
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
錦
栄
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
仮
名
垣
魯
文
は
小
新
聞
の
雑
報
記
事
に
実
録
を
適
用
し
、
ま
た
そ
の
新
聞
記
事

這恥
を
「
挿
絵
を
加
へ
」
て
「
戯
作
風
の
読
本
」
、
つ
ま
り
草
双
紙
合
巻
と
し
て
売
出
し
た
の
で
あ
る
。
新
聞
の
「
雑
報
記
事
」
と
「
実
録
」
ま

靴
た
「
草
双
紙
合
巻
」
の
三
者
が
戯
作
者
仮
名
垣
魯
文
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
写
本
で
行
わ
れ
た

剛
「
実
録
」
「
秘
録
」
の
類
・
「
風
説
」
「
噂
話
」
「
見
聞
録
」
、
ま
た
瓦
版
の
情
報
活
動
、
あ
る
種
の
「
読
本
」
や
「
草
双
紙
合
巻
」
は
こ
の
種

新
の
情
報
や
資
料
に
基
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
等
を
想
起
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
録
が
新
聞
記
事
と
し
て
連
載
さ
れ
、
ま
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臣
１
１
川
０
、
可
ゲ
Ｌ
猛
日
割
り
州
０
口
Ⅷ
ふ
ぐ
０
一
Ｊ
畠
当
創
利
二
二
Ｆ
Ｆ
ｎ
』
１
〃
剛
・

我
仮
名
読
新
聞
第
五
百
四
十
号
客
歳
十
二
月
十
日
を
以
て
始
め
て
雑
報
欄
内
に
記
載
せ
し
鳥
追
阿
松
の
伝
は
間
々
本
年
一
月
十
一
日

第
五
百
六
十
二
号
に
到
り
嗣
出
す
る
事
十
四
回
未
だ
結
局
に
及
は
ざ
る
も
僥
倖
に
し
て
千
町
万
町
の
衆
目
に
触
れ
喝
菜
の
声
価
を
得

た
る
操
細
者
の
歓
喜
の
余
り
に
思
は
ず
筆
を
走
た
る
な
り
…
…
遙
か
に
過
去
し
明
治
元
年
の
春
よ
り
し
て
同
十
年
の
冬
に
止
る
温
故

知
新
の
大
実
録
：
．
…
（
自
序
、
明
治
十
一
年
第
一
月
仮
名
垣
魯
文
記
）

と
あ
る
様
に
新
聞
記
事
を
も
と
に
阿
松
の
一
代
記
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
回
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
「
鳥
追
い
お
松
の

伝
」
は
記
者
、
仮
名
垣
魯
文
に
よ
っ
て
潤
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
あ
く
ま
で
雑
報
欄
の
新
聞
記
事
で
あ
っ
た
。
’
三
－
ス
が

そ
の
ま
上
草
双
紙
合
巻
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
記
事
を
浮
世
絵
に
仕
立
て
た
も
の
を
「
新
聞
錦
絵
」
と
称
し
た
の
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば

新
聞
合
巻
と
呼
ぶ
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

本
書
刊
行
と
同
年
、
明
治
十
一
年
六
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
草
双
紙
合
巻
『
夜
嵐
阿
衣
花
廼
仇
夢
』
（
五
編
十
五
冊
、
芳
川
俊
雄
閲
、

岡
本
勘
造
綴
、
永
島
孟
斉
画
、
金
松
堂
刊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
さ
き
か
け
」
新
聞
の
雑
報
記
事
の
連
載
「
毒
婦
阿
衣
の
伝
」
を

合
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
「
初
篇
」
緒
言
に

我
さ
き
か
け
新
聞
第
三
百
廿
号
（
本
年
五
月
廿
八
且
の
紙
上
を
以
て
其
発
端
を
説
起
し
号
を
逐
て
連
日
掲
来
り
し
毒
婦
阿
衣
の
伝

は
其
実
録
に
拠
て
余
が
戯
れ
に
筆
を
走
ら
せ
し
に
図
ら
ず
看
客
の
喝
菜
を
蒙
り
新
紙
の
発
売
多
を
加
ふ
る
の
栄
を
得
た
り
…
…
数
条

の
珍
説
奇
談
多
端
に
渉
り
新
聞
の
紙
面
に
悉
す
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
…
…
金
松
堂
の
主
人
が
こ
れ
に
応
じ
半
途
に
し
て
紙
上
の
掲

載
を
止
め
岡
本
子
を
し
て
之
を
双
紙
に
綴
ら
せ
髪
に
初
編
を
発
見
せ
り
…
…
明
治
十
一
年
六
月
芳
川
俊
雄
記

と
あ
る
様
に
明
治
五
年
二
月
二
十
日
に
処
刑
さ
れ
た
原
田
キ
ヌ
の
実
録
を
連
載
し
た
新
聞
記
事
を
合
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

た
伝
統
的
な
絵
本
「
草
双
紙

『
鳥
追
お
松
海
上
新
話
』

「
草
双
紙
合
巻
」
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
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右
は
二
十
日
御
仕
置
と
な
り
昨
二
十
二
日
迄
三
日
間
の
間
同
処
に
晒
し
あ
り
た
り
猶
璃
鶴
の
処
置
は
次
号
に
出
す
評
者
云
此

婦
玉
貌
李
妃
西
施
を
欺
き
美
声
は
頻
伽
の
如
し
然
而
し
て
其
姦
既
に
か
く
の
如
し
実
に
恐
る
可
し
実
に
恐
る
可
き
は
毒
婦
の
媚
な
り

璃
鶴
亦
す
こ
ぶ
る
美
少
年
な
り
往
々
数
婦
を
ま
よ
は
す
絹
つ
い
是
に
及
く
り
溺
者
は
必
ず
影
響
す
唯
遅
速
あ
る
の
み

蛇
喰
ふ
と
聞
け
ば
怖
し
雄
子
の
声

３５３

明
治
五
年
二
月
二
十
日
の
御
仕
置
か
ら
「
さ
き
か
け
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
明
治
十
一
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
六
年
以
上
の
時
間
の
隔
一

り
が
あ
る
が
、
『
鳥
追
阿
松
の
伝
』
（
仮
名
読
新
聞
）
の
成
功
に
便
乗
し
て
敢
え
て
実
録
を
雑
報
記
事
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述

し
た
合
巻
『
夜
嵐
於
衣
花
廼
仇
夢
』
緒
言
で
、
「
さ
き
か
け
新
聞
」
に
連
載
し
た
「
毒
婦
阿
衣
の
伝
は
其
実
録
に
拠
て
余
が
戯
れ
に
筆
を

走
ら
せ
し
に
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
実
録
の
利
用
を
読
者
に
明
示
し
た
も
の
と
受
取
り
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
鳥
追
阿
松
の
伝
』
や
『
毒
婦
阿
衣
の
伝
』
の
流
行
は
雑
報
欄
中
の
連
載
記
事
（
続
き
も
の
）
を
興
味
あ
る
読
物
と
し

た
。
続
き
物
の
流
行
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
読
者
の
人
気
は
こ
の
実
録
風
、
草
双
紙
合
巻
風
の
連
載
記
事
に
集
中
し
た
。

こ
の
種
の
続
き
物
の
流
行
に
刺
戟
さ
れ
た
「
東
京
絵
入
新
聞
」
の
染
崎
延
房
三
世
為
永
春
水
）
は
こ
の
新
聞
の
目
玉
で
あ
る
絵
入
り

雑
報
記
事
に
新
た
な
工
夫
を
加
え
た
。
近
日
中
に
起
っ
た
事
件
の
雑
報
記
事
で
あ
っ
て
も
続
報
の
形
で
回
を
重
ね
絵
入
り
の
連
載
の
物
語

に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
十
七
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
金
之
助
の
は
な
し
」
が
そ
れ
で
あ
っ
て

因
に
、
明
治
五
年
二
月
二
十
二
日
の
「
東
京
新
聞
」
に
夜
嵐
お
絹
の
捨
札
の
写
し
と
そ
の
評
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
篠
田
鉱
造

氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
含
明
治
新
聞
奇
談
』
「
夜
嵐
お
絹
の
捨
札
写
」
）

東
京
府
官
族
小
林
金
兵
衛
妾
ニ
テ
浅
草
駒
形
町
四
番
地
借
店
原
田
キ
ヌ
歳
二
十
九

此
者
儀
妾
ノ
身
分
ニ
テ
嵐
璃
鶴
ト
密
通
ノ
上
主
人
金
兵
衛
ヲ
毒
殺
二
及
ブ
段
不
届
至
極
二
付
浅
草
に
於
テ
桑
木
言
ら
し
首
の
事
）

二
行
う
者
也



（
７
）

好
評
を
博
し
た
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
も
触
れ
た
の
で
重
複
す
る
が
、
江
戸
の
新
右
衛
門
町
の
小
道
具
屋
の
次
男
・
染
谷
金
之

助
と
い
う
美
男
（
十
九
歳
）
の
人
情
本
風
の
実
話
物
語
で
あ
る
。
数
寄
屋
町
の
小
蝶
（
十
八
歳
）
と
い
う
芸
者
と
よ
い
仲
と
な
っ
て
放
蕩

の
挙
句
、
家
を
勘
当
さ
れ
－
時
は
金
に
つ
ま
っ
て
自
殺
し
よ
う
と
ま
で
し
た
が
、
小
蝶
に
励
ま
さ
れ
て
大
阪
で
生
活
を
た
て
直
そ
う
と
す

る
。
お
供
の
悪
番
頭
に
だ
ま
さ
れ
て
一
文
無
し
と
な
っ
た
が
、
北
の
新
地
の
芸
者
小
龍
に
助
け
ら
れ
、
西
京
新
聞
の
呼
び
売
り
と
な
っ
て

真
面
目
な
生
活
を
送
る
。
そ
の
堅
気
の
生
活
の
様
子
が
東
京
に
も
伝
わ
り
親
許
か
ら
勘
当
を
許
さ
れ
る
。
そ
こ
で
小
龍
に
は
礼
を
尽
し
て

別
れ
、
東
京
へ
帰
っ
て
小
蝶
を
妻
と
し
て
商
売
に
励
む
、
と
い
う
筋
で
あ
る
。
金
之
助
と
い
う
極
く
普
通
の
人
物
の
素
行
を
「
昨
日
の
絵

入
金
之
助
の
続
き
」
（
冒
頭
）
「
以
下
、
次
号
」
（
文
末
）
と
い
っ
た
風
に
連
載
の
続
き
物
に
仕
立
て
て
い
る
。
読
者
は
東
京
絵
入
新
聞
の
雑

報
欄
で
毎
日
、
金
之
助
の
実
話
を
絵
入
り
で
鑑
賞
し
た
訳
で
あ
る
。
『
鳥
追
阿
松
の
伝
』
や
『
毒
婦
阿
衣
の
伝
」
が
実
録
風
、
草
双
紙
合
巻

風
の
続
き
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
人
情
本
風
の
続
き
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
明
治
十
一
年
に
お
い
て
小
新
聞
の
雑
報
欄
に
江
戸
の
戯

作
が
復
活
し
た
観
が
あ
る
。
新
聞
記
者
の
側
か
ら
い
え
ば
仮
名
垣
魯
文
、
芳
川
俊
雄
ま
た
染
崎
延
房
が
こ
の
流
行
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
小
新
聞
界
の
状
況
の
中
で
翌
明
治
十
二
年
一
月
三
十
一
日
、
毒
婦
・
高
橋
お
で
ん
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
起

っ
た
。
「
東
京
絵
入
新
聞
」
は
そ
の
日
萌
治
十
二
年
一
月
三
十
一
且
に
「
兼
ノ
ー
府
下
に
其
噂
高
き
毒
婦
高
橋
お
で
ん
は
い
ょ
ｊ
、

は
た
ご
や

今
日
は
御
処
刑
に
な
る
と
か
伝
へ
聞
き
ま
し
た
が
去
明
治
九
年
八
月
浅
草
蔵
前
の
旗
店
丸
竹
の
家
に
て
後
藤
吉
蔵
を
殺
害
せ
し
と
ぎ
絵
入

（
８
）

に
て
概
略
説
明
し
ま
し
た
が
、
猶
其
履
歴
の
委
し
く
聞
込
た
る
事
も
あ
れ
ば
明
日
よ
り
引
続
て
御
覧
に
入
ま
せ
う
」
と
報
じ
、
明
二
月
一

日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
十
五
回
に
わ
た
っ
て
絵
入
雑
報
記
事
「
毒
婦
お
傳
の
は
な
し
」
と
し
て
連
載
し
た
。
記
事
は
二
面
ま
た
は
三
面
に

中
央
に
挿
絵
を
入
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

他
紙
の
状
況
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。
「
仮
名
読
新
聞
」
（
社
長
は
仮
名
垣
魯
文
）
は
二
月
一
日
（
士
）
、
二
日
（
且
と
連
載
し
た
。

（
９
）

二
月
二
日
の
記
事
は
「
毒
婦
お
で
ん
の
話
し
昨
日
の
続
き
」
に
始
ま
り
、
文
末
は
「
。
：
…
こ
の
納
り
は
如
何
な
る
か
ま
た
例
の
明
後
日
」
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ひ
ろ
め

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
二
月
四
日
（
火
）
の
雑
報
欄
に
は
こ
の
記
事
は
見
当
ら
ず
、
「
広
告
欄
」
に
左
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
阿
伝
夜
叉
讃
初
編
三
冊
絵
入
読
本
中
形
双
紙
仮
名
垣
魯
文
操
触
・
守
川
周
重
薑
二
月
中
旬
初
編
発
見
日
本
橋
区
横
山

町
三
丁
目
金
松
堂
辻
岡
屋
文
助
版

そ
し
て
、
こ
の
広
告
の
通
り
草
双
紙
合
巻
『
高
橋
阿
伝
泌
那
語
』
（
齢
諦
鱒
伊
）
疲
名
垣
魯
文
作
、
守
川
周
重
画
初
編
２
八
編

三
十
四
冊
）
が
二
月
十
三
日
よ
り
四
月
二
十
二
日
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
東
京
新
聞
」
は
二
月
一
日
よ
り
、
お
で
ん
の
一
代
記
を
連
載
し
始
め
た
が
、
や
は
り
合
巻
『
東
京
奇
聞
』
の
出
版
に
切
り
替
え

た
。
『
東
京
奇
聞
』
初
編
２
七
編
（
各
編
三
冊
、
各
冊
九
丁
）
が
芳
川
俊
雄
閲
、
岡
本
勘
造
作
、
桜
斎
房
種
画
で
明
治
十
二
年
二
月
十
一

日
か
ら
四
月
十
五
日
に
わ
た
り
、
島
鮮
堂
・
網
島
亀
吉
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
の
出
版
は
仮
名
垣
魯
文
の
『
高
橋
阿
伝
夜
刃
物
語
』
と

競
合
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
七
編
の
序
文
（
芳
川
春
濤
）
に
も
「
類
板
の
世
に
出
る
を
以
書
露
発
見
を
急
ぎ
全
部
七
峡
僅
か
六
旬

に
し
て
業
を
卒
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
よ
る
際
物
の
合
巻
と
し
て
両
者
出
版
の
ス
ピ
ー
ド
を
競
っ
た
の
で
あ
る
。

「
読
売
新
聞
」
は
明
治
十
二
年
二
月
一
日
よ
り
二
月
六
日
ま
で
五
回
に
わ
た
り
お
伝
の
記
事
を
連
載
し
た
。
お
伝
の
伝
記
、
殺
人
に
至

る
一
部
始
終
を
述
べ
、
最
終
回
に
一
月
三
十
一
日
の
東
京
裁
判
所
の
判
決
の
文
書
を
掲
げ
て
い
る
。

高
橋
お
で
ん
の
殺
人
事
件
を
連
載
し
た
右
の
四
紙
の
動
向
を
考
え
て
ゑ
た
い
。
「
仮
名
読
新
聞
」
と
「
東
京
新
聞
」
は
何
故
、
速
報
性

の
あ
る
新
聞
記
事
の
連
載
を
中
止
し
て
合
巻
の
出
版
に
切
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
絵
入
雑
報
記
事
の
連
載
を
続

け
た
「
東
京
絵
入
新
聞
」
と
比
較
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
落
合
芳
幾
の
挿
絵
と
染
崎
延
房
の
記
事
と
連
携
し
た
「
東
京
絵
入
新
聞
」

の
絵
入
雑
報
の
面
白
さ
が
挿
絵
の
な
い
他
紙
を
圧
倒
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
仮
名
読
新
聞
」
「
東
京
新
聞
」
は
結
局
、
合
巻
と
い

う
江
戸
時
代
か
ら
の
出
版
形
態
の
単
行
本
の
刊
行
に
切
換
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
ま
だ
合
巻
の
流
行
が
あ
り
、
こ
の
二
種
の

合
巻
は
有
名
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
合
巻
と
い
う
出
版
形
態
は
明
治
十
年
代
を
以
て
終
了
す
る
江
戸
文
芸
の
末
期
の
衰
弱
し
た
出
版
活
動
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の
最
期
の
足
掻
き
で
あ
っ
て
「
東
京
絵
入
新
聞
」
の
絵
入
り
雑
報
記
事
に
対
抗
出
来
な
か
っ
た
。
高
橋
お
伝
の
画
像
を
中
心
に
書
き
こ
ま

れ
た
雑
報
欄
は
、
さ
な
が
ら
合
巻
の
見
開
き
一
コ
マ
二
丁
分
）
が
新
聞
紙
の
紙
面
に
投
影
さ
れ
た
観
が
あ
り
、
こ
れ
に
速
報
性
の
あ
る

ふ
わ
け

記
述
、
例
え
ば
．
昨
日
か
ら
続
い
て
新
聞
へ
出
す
高
橋
お
傳
の
死
骸
を
浅
草
の
警
視
第
五
病
院
で
解
剖
さ
れ
ま
す
」
三
月
四
日
の
記

事
よ
り
）
が
加
わ
っ
て
読
者
の
好
奇
心
に
訴
え
る
読
承
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
の
出
版
形
態
な
ら
ば
定
め
し
高
橋
お
で
ん
の
錦
絵

や
合
巻
が
半
年
か
一
年
か
入
っ
て
版
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
新
聞
で
毎
日
、
絵
入
り
雑
報
記
事
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
絵
入
雑
報
の
連
載
を
続
け
た
派
手
な
「
東
京
絵
入
新
聞
」
、
連
載
を
中
止
し
て
合
巻
出
版
に
切
換
え
た
「
仮
名
読
新
聞
」
「
東
京

新
聞
」
に
対
し
て
「
読
売
新
聞
」
は
淡
々
と
し
て
「
お
傳
の
話
し
」
を
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。
小
新
聞
の
代
表
紙
「
読
売
新
聞
」

の
地
味
な
行
き
方
が
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
「
金
之
助
の
は
な
し
」
や
「
毒
婦
お
傳
の
は
な
し
」

を
通
し
て
「
東
京
絵
入
新
聞
」
の
絵
入
雑
報
の
連
載
は
圧
倒
的
な
人
気
を
得
て
他
紙
を
引
離
し
た
の
で
あ
る
。

「
…
…
つ
い
数
年
前
ま
で
は
新
聞
社
員
は
お
の
れ
の
新
聞
が
連
載
し
て
い
る
『
小
説
』
を
小
説
と
は
い
わ
ず
に
『
続
き
物
」
と
い
っ
て

い
た
。
毎
日
続
く
か
ら
『
続
き
物
』
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
こ
れ
は
大
作
家
の
『
名
作
』
に
対
し
て
な
ん
と
礼
を
失
し
た
呼
び
方
で
あ
る

こ
と
か
。
．
…
・
・
」
と
高
木
健
夫
氏
は
述
べ
て
い
る
。
（
『
新
聞
小
説
史
稿
こ
「
著
者
後
記
」
昭
和
三
十
九
年
四
月
、
三
友
社
刊
）

「
続
き
も
の
」
と
は
新
聞
小
説
を
呼
ぶ
新
聞
社
の
用
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
様
に
、
「
続
き
も
の
」
の
実
態
乃
至
こ
の
呼
称
の

生
ま
れ
て
く
る
背
景
を
歴
史
的
に
眺
め
て
承
る
と
、
主
と
し
て
第
三
面
の
雑
報
記
事
の
連
載
と
深
い
関
り
が
あ
る
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
は

じ
め
実
際
の
事
件
の
報
道
が
一
回
で
は
済
ま
ず
に
二
回
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
い
で
「
鳥
追
お
松
」
「
夜
嵐
お
絹
」
「
高
橋
お
で

ん
」
の
場
合
の
様
に
実
際
の
犯
罪
事
件
乃
至
そ
の
実
録
に
取
材
し
、
創
作
を
ま
じ
え
て
連
載
の
長
篇
の
物
語
に
仕
立
て
る
様
に
な
っ
た
。

二
所
謂
「
続
き
も
の
」
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「
金
之
助
」
風
の
続

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
続
き
も
の
に
は
、
こ
の
頃
ま
で
は
表
題
（
作
品
名
）
、
作
者
名
、
ま
た
回
数
の
表
示
が
な
か
っ
た
。
記
事
の
冒
頭
に

は
な
し

あ
る
「
某
々
の
は
な
し
」
と
い
う
の
は
「
雑
報
」
横
中
の
記
事
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
一
般
的
、
便
宜
的
な
題
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
が
純
粋
に
作
品
（
物
語
）
の
テ
ー
マ
を
示
す
題
と
は
い
え
な
い
。

ゐ
な
か
じ
た
て
こ
ひ
の
ち
う
か
た

明
治
十
二
年
六
月
の
東
京
絵
入
新
聞
に
「
田
舎
裁
縫
鯉
染
衣
」
「
回
数
」
を
題
名
と
し
、
「
古
川
魁
蕾
子
稿
」
と
署
名
の
あ
る
連
載
の
絵

（
ｍ
）

入
雑
報
記
事
が
は
じ
め
て
登
場
し
た
。
こ
の
作
品
は
六
月
八
日
（
第
一
回
）
よ
り
七
月
十
七
日
（
第
二
十
回
）
ま
で
連
載
さ
れ
た
も
の

で
、
内
容
は
と
も
か
く
形
式
は
現
在
の
新
聞
小
説
の
形
態
を
完
備
し
て
い
る
。
こ
の
物
語
の
女
主
人
は
島
根
県
通
摩
郡
大
森
宿
の
老
舗
の

小
間
物
屋
の
娘
、
主
人
公
類
平
は
そ
の
先
隣
の
さ
る
大
店
の
番
頭
を
勤
め
る
橋
本
屋
友
造
の
長
男
で
あ
る
。
（
雑
報
記
事
風
に
何
時
、
何

処
で
、
誰
れ
が
、
何
を
、
如
何
に
と
い
う
一
三
－
ス
の
書
き
方
で
あ
る
。
）
こ
の
相
思
相
愛
の
二
人
が
親
に
結
婚
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ

（
ｕ
）

と
か
ら
様
々
の
事
件
が
起
る
。
詳
し
い
梗
概
は
旧
稿
に
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
最
終
回
の
文
末
は
「
…
…
奇
し
ぎ
縁
の
噂
か
ら
過

ゆ
か
り
め
で
た
く
こ
こ

に
し
事
の
洩
聞
え
て
斯
は
紙
上
に
今
日
ま
で
記
綴
る
事
と
な
り
し
も
深
き
由
縁
の
あ
る
事
な
ら
ん
と
愛
度
髪
に
局
を
結
べ
ど
廻
ら
ぬ
筆
の

を
し
た
て

み
ゆ
る
し
ね
が

を
は
り

し
つ
け
麻
に
裁
縫
あ
げ
た
る
も
の
な
れ
ば
お
気
に
入
ら
ぬ
は
幾
重
に
も
御
海
恕
希
ふ
と
伏
し
て
の
ぶ
る
（
大
尾
と
と
結
ぶ
。
何
か
の
事
件

の
材
料
、
町
の
噂
話
等
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
創
作
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
田
舎
裁
縫
鯉
染
衣
」
に
続
い
て
東

す
え
の
つ
ゆ
む
す
ぶ
な
つ
く
さ

京
絵
入
新
聞
で
は
、
同
じ
明
治
十
二
年
に
「
末
露
結
商
茅
」
（
横
浜
鱸
孝
報
、
七
月
二
十
四
日
２
二
十
六
日
、
三
回
）
、
「
岩
ね
の
き
く
」

の
ぢ
は
な

（
吃
）

（
無
署
名
、
八
月
三
十
日
２
九
月
二
十
日
、
十
三
回
）
、
翌
明
治
十
三
年
に
「
野
路
の
花
」
（
子
謙
粋
史
報
、
二
月
十
七
日
２
五
月
九
日
、
四

ま
た
大
き
な
犯
罪
事
件
で
な
く
と
も
「
金
之
助
の
は
な
し
」
は
、
第
三
面
に
よ
く
掲
載
さ
れ
る
情
痴
事
件
、
窃
盗
、
詐
欺
等
の
軽
犯
罪
乃

至
町
の
う
わ
さ
ぱ
な
し
に
な
ぞ
ら
え
て
、
こ
の
放
蕩
息
子
の
行
状
を
面
白
く
可
笑
し
く
人
情
本
風
の
物
語
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
以
後

「
金
之
助
」
風
の
続
き
も
の
が
流
行
す
る
様
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
社
会
の
事
件
を
報
ず
る
雑
報
記
事
の
形
式
に
擬
し
た
一
種
の
創
作
と
承
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掲
載
し
始
め
た
。
こ
れ
が

三
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
が
き
き
く

十
五
回
）
、
「
雛
の
菊
」
（
魁
蕾
子
稿
、
八
月
三
日
２
九
月
二
十
二
日
、
四
十
国
、
「
郊
外
の
若
草
」
（
無
署
名
恥
十
月
六
日
２
十
九
日
諺
十

一
回
）
、
「
渋
谷
家
興
敗
の
顛
末
」
（
魁
蕾
子
、
十
月
二
十
八
日
２
十
一
月
十
八
日
、
十
回
）
、
「
覚
て
の
夢
」
（
転
々
堂
主
人
《
藍
泉
》
稿
、

十
月
二
十
四
日
２
十
二
月
二
十
五
日
、
十
五
回
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
作
品
の
テ
ー
マ
を
示
す
題
目
に
作
者
の
署
名
、
ま
た
回
数
を
付
し
た
続
き
も
の
、
つ
ま
り
現
在
の
新
聞
小
説
と
同
じ
形
態

（
過
）

た
き
壁
と
る
こ
ひ
や
ま
み
ち

が
現
れ
る
の
は
明
治
十
二
年
か
ら
の
よ
う
で
、
「
か
な
よ
み
」
新
聞
の
場
合
は
同
年
六
月
十
二
日
か
ら
掲
載
さ
れ
た
「
薪
樵
恋
の
山
道
」

け
な
み
の
み
ゆ
き
さ
ん
げ
ん
の
こ
ま
ざ
わ

い
な
か
み
や
げ
う
め
の
ひ
と
え
だ
ひ
と
む
か
し
ま
ん
え
ん
じ
ゃ
う

（
倭
仮
名
報
）
が
最
初
で
、
以
後
「
毛
並
深
雪
三
絃
駒
澤
／
新
編
朝
顔
日
記
」
、
「
鄙
土
産
梅
花
一
枝
」
（
孤
蝶
園
主
稿
）
、
。
昔
時
萬
延
情

わ
あ
だ
ざ
く
ら
こ
ひ
の
よ
あ
ら
し

じ
つ
ぶ
あ
め
り
か
け
い
ぽ
に
ほ
ん
す
て
を
ぶ
れ
あ
ら
き
な
み
き
ぶ
ん

話
」
、
「
仇
桜
恋
夜
嵐
」
（
千
束
北
洲
稿
）
、
「
実
父
〈
米
国
継
母
〈
日
本
／
捨
兒
舟
暴
浪
奇
聞
」
な
ど
の
連
載
が
六
月
か
ら
九
月
ま
で
に

散
見
さ
れ
る
。
以
後
も
同
様
で
あ
る
。

一
方
、
「
読
売
新
聞
」
は
小
新
聞
の
中
で
は
上
品
さ
を
誇
り
と
し
、
大
新
聞
の
社
説
に
準
ず
る
「
読
売
雑
談
」
の
欄
が
あ
っ
て
格
調
高

く
、
こ
の
種
の
創
作
の
続
き
も
の
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
十
八
年
頃
と
も
な
る
と
時
の
流
行
に
抗
し
難
く
、
続
き
も
の
を

掲
載
し
始
め
た
。
こ
れ
が
い
ず
れ
明
治
十
九
年
の
読
売
新
聞
の
小
説
欄
の
独
立
へ
繋
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
読
売
新
聞
の
続
き
も
の
二
、

を
ぢ
か
た
み

「
伯
父
の
遺
物
」
は
明
治
十
八
年
十
月
二
十
一
日
、
第
一
回
よ
り
同
年
十
一
月
十
一
日
第
十
八
回
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。

（
梗
概
）
滋
賀
県
長
浜
の
町
に
大
橋
吉
兵
衛
と
い
う
人
物
が
い
た
。
姪
の
お
浅
（
二
十
歳
）
は
こ
の
家
に
ひ
き
と
ら
れ
て
育
っ
た

が
、
こ
の
伯
父
が
吝
沓
な
の
に
耐
え
か
ね
て
同
地
の
お
元
と
い
う
伯
母
の
家
へ
移
り
糸
繰
り
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。
叔
母
の
家
族

は
冷
た
い
人
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
二
番
目
の
息
子
の
益
蔵
（
二
十
四
歳
）
が
親
切
に
し
て
く
れ
た
。

ハ
タ
ヤ

お
浅
は
益
蔵
に
頼
ん
で
京
都
の
綾
錦
の
繰
織
の
家
へ
奉
公
す
る
こ
と
に
な
り
明
治
十
三
年
三
月
一
日
に
出
立
し
た
。
お
浅
は
よ
く

働
い
て
主
人
か
ら
喜
ば
れ
た
。
そ
の
年
の
暮
、
あ
る
女
が
お
浅
を
た
ず
ね
て
く
る
。
こ
の
女
は
夫
に
棄
て
ら
れ
病
身
で
乳
呑
児
を
抱
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以
上
の
通
り
、
地
名
と
年
月
日
を
明
示
し
た
雑
報
記
事
の
書
き
方
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
全
部
創
作
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
小
新
聞
の
所

謂
三
面
記
事
は
単
独
の
記
事
（
’
三
－
ろ
の
場
合
も
、
虚
実
相
半
ば
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
情
話
・
犯
罪
な
ど
の
普

通
の
雑
報
記
事
の
連
載
と
考
え
て
も
大
き
な
誤
り
は
あ
る
ま
い
。

「
毒
殺
裁
判
」
は
明
治
十
八
年
十
一
月
十
二
日
第
一
回
よ
り
同
年
同
月
二
十
五
日
第
十
回
ま
で
連
載
さ
れ
た
。

葬
式
の
後
、
差
配
の
久
助
が
親
せ
き
一
同
に
吉
兵
衛
の
遺
書
を
示
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
全
財
産
を
お
浅
に
譲
り
渡
す
、
但
し
幼
い

の
で
聟
を
迎
え
る
ま
で
久
助
を
後
見
人
に
頼
む
と
あ
っ
た
。
お
浅
心
労
で
病
気
と
な
っ
た
。
そ
こ
へ
、
京
都
の
主
人
か
ら
飛
脚
で
、

約
束
の
日
限
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
ぬ
か
ら
と
解
雇
の
知
ら
せ
と
手
荷
物
を
返
却
し
て
き
た
。
ま
た
、
京
の
里
親
の
と
こ
ろ
か
ら
預
っ
て

い
た
赤
児
を
返
し
に
来
た
。
親
せ
き
一
同
は
こ
の
赤
児
の
論
義
を
は
じ
め
忍
び
男
あ
る
女
に
吉
兵
衛
の
財
産
を
譲
る
こ
と
は
出
来
な

い
と
い
う
。
お
浅
は
親
切
に
し
て
く
れ
た
益
蔵
か
ら
も
疑
わ
れ
る
。
ご
た
ノ
ー
が
続
い
た
が
吉
兵
衛
の
一
周
忌
に
、
臨
終
の
際
に
お

預
け
に
な
っ
た
と
い
っ
て
下
女
が
一
通
の
書
状
を
後
見
人
に
渡
す
。
こ
の
書
状
に
よ
り
吉
兵
衛
が
娘
、
お
梅
と
そ
の
娘
の
介
抱
を
お

浅
に
頼
ん
だ
こ
と
が
分
る
。
お
浅
は
皆
の
た
め
を
思
い
、
全
財
産
を
お
浅
に
と
あ
る
遺
言
状
を
引
裂
き
火
鉢
の
中
へ
投
げ
込
ん
だ
。

遺
産
は
半
分
は
親
せ
き
の
お
元
親
子
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
お
浅
は
益
蔵
と
結
婚
し
て
こ
の
小
児
を
育
て
成
長
の
後
は
吉
兵
衛
の

跡
を
継
が
せ
る
こ
と
に
し
た
。

え
て
貧
苦
の
生
活
を
し
て
い
る
。
（
実
は
こ
の
女
は
お
浅
の
伯
父
吉
兵
衛
の
娘
で
お
梅
と
い
う
。
吉
兵
衛
が
こ
の
娘
と
孫
の
世
話
を

お
浅
に
依
頼
し
た
こ
と
が
最
終
回
で
分
る
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
）
お
浅
は
な
に
く
れ
と
お
梅
親
子
の
面
倒
を
み
た
が
、
運
つ
た

な
く
お
梅
、
病
死
す
る
。
お
浅
は
お
梅
の
子
供
を
ひ
き
と
り
、
里
親
に
預
け
て
働
い
た
が
、
主
人
か
ら
お
浅
の
児
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
る
。
主
人
へ
の
申
開
ら
き
の
た
め
伯
父
・
吉
兵
衛
と
相
談
す
る
と
い
っ
て
長
浜
へ
行
っ
た
が
、
長
浜
到
着
の
直
前
に
伯
父
は
没

わ
れ
る
。
一

し
て
い
た
。
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（
梗
概
）
浅
草
松
葉
町
に
住
む
山
田
未
太
郎
（
四
十
五
歳
）
は
病
気
が
重
く
人
事
不
省
に
陥
っ
て
い
る
。
枕
許
に
は
女
房
お
清
と
年

若
き
美
人
の
下
女
お
ま
る
が
座
し
て
い
る
。
病
人
は
急
に
眼
を
開
き
、
妻
お
清
を
叱
り
つ
け
、
お
ま
る
に
向
い
自
分
の
死
後
は
蛇
に

か
ま
れ
ぬ
用
心
を
し
ろ
と
妻
へ
の
あ
て
つ
け
を
言
う
。
や
が
て
末
太
郎
は
絶
命
し
た
。
妻
お
清
は
死
体
か
ら
箪
笥
の
鍵
を
と
り
、
蔵

の
中
の
現
金
、
貸
金
の
証
書
な
ど
奪
い
取
っ
た
。

近
辺
の
髪
結
床
で
の
噂
話
に
よ
る
と
こ
の
山
田
未
太
郎
は
西
南
戦
争
で
戦
死
し
た
友
人
の
娘
を
引
と
っ
て
育
て
た
。
そ
れ
が
お
ま

ハ
ヤ
オ
ケ

る
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
末
太
郎
は
一
旦
は
棺
桶
に
入
れ
ら
れ
た
が
娘
が
嫁
入
先
か
ら
駈
け
つ
け
て
通
夜
の
晩
の
ぞ
い
て
み
る

と
、
顔
は
薄
赤
く
目
を
半
分
ほ
ど
開
き
眼
球
が
光
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
身
体
は
冷
く
確
か
に
死
ん
で
い
る
の
で
泣
く
娘
を
無
理
に

引
離
し
て
棺
桶
に
入
れ
た
ま
ま
埋
葬
し
た
。
…
…
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
所
辺
の
末
太
郎
の
親
せ
き
は
こ
の
噂
を
聞
い
て
死
因
を
調
べ
は
じ
め
る
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
は
病
死
に
間
違
い
な
し
と
言
い

張
る
の
で
、
死
骸
を
取
出
し
て
調
べ
る
こ
と
に
な
る
。
親
せ
き
の
者
は
信
頼
出
来
る
医
者
を
同
道
し
て
墓
地
に
い
た
り
、
棺
桶
を
あ

け
る
、
医
者
は
死
体
を
見
て
変
死
に
間
違
い
な
し
と
い
う
。
こ
の
毒
殺
の
噂
が
其
筋
へ
聞
え
、
お
情
、
お
ま
る
は
じ
め
家
内
一
同
、

警
察
へ
拘
引
さ
れ
調
べ
ら
れ
た
が
、
世
間
の
噂
と
ち
が
い
お
情
で
な
く
お
ま
る
が
嫌
疑
を
う
け
、
こ
の
十
七
、
八
歳
の
妙
齢
の
美
女

一
人
留
め
ら
れ
て
裁
判
と
な
っ
た
。
検
事
の
差
出
し
た
訴
状
に
よ
れ
ば
、
お
ま
る
は
末
太
郎
と
密
通
し
、
密
に
同
人
の
死
後
五
千
円

を
お
ま
る
に
与
え
る
と
の
約
束
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
末
太
郎
が
壮
健
で
急
に
死
に
そ
う
に
な
い
の
で
毒
を
盛
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
検
察
官
は
死
刑
を
求
刑
し
た
。
し
か
し
、
優
秀
な
弁
護
人
が
現
わ
れ
、
検
察
官
よ
り
提
出
さ
れ
た
劇
薬
の
瓶
が
贋
物
で
あ
る

あ
る
。
検
察
官
は
一

こ
と
を
証
明
す
る
。

お
ま
る
は
末
太
郎
の
友
人
の
子
と
い
う
の
は
偽
り
で
実
は
末
太
郎
が
情
婦
に
生
ま
せ
た
娘
で
あ
っ
た
。
末
太
郎
は
自
分
の
死
後
困

ら
ぬ
様
に
お
ま
る
に
五
千
円
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
お
情
は
末
太
郎
が
お
ま
る
と
密
通
し
て
い
る
と
邪
推
し
て
毒
殺
し
た
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つ
ぼ
み
う
め

こ
の
明
治
十
八
年
の
「
読
売
新
聞
」
に
は
な
お
、
「
蕾
の
梅
」
も
連
載
さ
れ
（
十
一
月
二
十
六
日
第
一
回
よ
り
十
二
月
十
日
第
十
三
回

ま
で
。
梗
概
省
略
）
続
き
も
の
が
、
他
の
小
新
聞
と
同
様
に
盛
行
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
続
き
も
の
は
挿
絵
入
り
の
東
京
絵
入
新

聞
が
断
然
他
を
引
離
し
て
人
気
が
あ
っ
た
が
、
挿
絵
な
し
で
も
読
者
を
獲
得
す
る
た
め
小
新
聞
に
必
須
の
魅
力
あ
る
読
承
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
読
売
新
聞
は
同
じ
明
治
十
八
年
末
に
至
っ
て
こ
の
続
き
も
の
を
雑
報
欄
か
ら
切
離
し
て
、
つ
ま
り
他
の
諸
々
の
雑
報
記

事
、
’
三
１
ス
と
の
縁
を
切
っ
て
、
新
し
い
概
念
で
あ
る
「
小
説
」
と
し
て
、
小
説
欄
に
独
立
さ
せ
る
と
い
う
大
改
革
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
坪
内
遁
遙
が
指
導
し
た
の
で
あ
る
。

の
だ
。
お
情
、
そ
の
旨
、
自
白
す
る
。
お
情
は
お
情
け
を
も
っ
て
死
刑
を
許
さ
れ
、
有
苦
役
禁
銅
二
十
年
に
処
せ
ら
れ
た
。

第
一
回
の
文
末
に
「
編
者
云
本
篇
は
外
国
の
話
し
に
て
我
国
に
あ
り
し
事
な
ら
ね
ど
読
者
の
便
を
謀
り
仮
に
土
地
人
名
等
を
似
っ
こ

ら
し
き
名
に
変
え
た
る
も
の
な
れ
ば
諸
君
其
心
し
て
読
み
給
へ
か
し
」
と
あ
る
様
に
こ
の
作
品
は
翻
案
で
江
戸
の
読
本
の
手
法
で
あ
る
。

一
種
の
翻
訳
か
。
続
き
も
の
と
い
っ
て
も
実
際
の
事
件
に
取
材
す
る
も
の
か
ら
、
虚
実
相
半
ば
す
る
も
の
、
ま
た
こ
の
作
品
の
様
に
全
く

の
創
作
ま
で
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
作
者
と
読
者
の
間
の
暗
黙
の
了
解
事
項
、
前
提
と
な
っ
て
、
続
き
も
の
が
流
行
し
た
の

で
あ
る
。

読
売
新
聞
、
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日
の
「
読
売
雑
謹
」
欄
に
「
新
聞
紙
の
小
説
」
と
い
う
題
の
一
文
が
あ
る
。
執
筆
者
は
聯
画

（
皿
）

閑
人
・
加
藤
瓢
乎
で
こ
れ
ま
で
に
も
度
々
読
売
雑
謹
を
書
い
た
記
者
で
あ
る
。
こ
の
一
文
の
説
く
と
こ
ろ
は
極
め
て
重
要
で
、
続
き
も
の

が
読
売
新
聞
に
お
い
て
飛
躍
的
に
新
聞
小
説
に
変
質
し
た
秘
密
を
明
瞭
に
語
っ
て
い
る
。
冒
頭
に

或
る
人
閑
人
を
語
り
て
曰
く
足
下
等
の
従
事
す
る
処
の
読
売
新
聞
に
記
載
す
る
処
の
続
話
し
は
殊
更
に
奇
異
の
説
を
構
造
し
又
は
狼

三
新
聞
小
説
と
坪
内
遁
遙
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葵
の
字
句
を
挾
む
等
の
事
な
し
と
錐
も
其
書
く
処
の
も
の
小
説
に
類
し
然
も
趣
意
も
無
く
寓
意
も
無
く
唯
事
実
を
述
る
に
過
ぎ
れ
ば

此
の
如
き
も
の
を
他
の
雑
件
に
混
載
せ
ん
よ
り
は
寧
ろ
純
然
た
る
小
説
を
編
述
し
之
を
別
欄
に
記
載
す
る
に
如
ず
と
是
甚
だ
正
当
の

説
に
し
て
閑
人
の
大
い
に
賞
賛
す
る
処
な
り
…
…

と
述
べ
る
。
書
き
出
し
の
「
或
る
人
」
と
は
坪
内
遁
遙
の
こ
と
で
あ
る
。
遁
遙
と
読
売
新
聞
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
読
売

新
聞
は
小
新
聞
の
中
で
は
社
説
に
準
ず
る
「
読
売
雑
謹
」
も
あ
り
、
記
事
も
上
品
で
別
格
の
位
置
を
保
っ
て
い
た
。
勿
論
、
「
奇
異
の
説
」

「
狼
蕊
の
字
句
」
に
よ
っ
て
読
者
の
通
俗
的
興
味
に
訴
え
る
連
載
の
続
き
も
の
も
元
来
は
掲
載
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
続
き
も

の
の
流
行
す
る
大
勢
に
抗
し
難
く
読
者
の
獲
得
の
た
め
、
前
述
し
た
様
に
続
き
も
の
の
連
載
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
他
の

小
新
聞
、
特
に
挿
絵
入
り
の
東
京
絵
入
新
聞
の
様
に
大
衆
の
劣
情
を
刺
戟
す
る
体
の
も
の
で
は
な
く
比
較
的
上
品
な
雑
報
記
事
の
連
載
で

あ
っ
た
。
「
或
る
人
」
は
、
こ
の
読
売
新
聞
の
続
き
も
の
、
「
唯
事
実
を
述
る
に
過
」
ぎ
な
い
雑
報
記
事
の
連
載
に
注
文
を
付
け
て
「
趣
意
」

「
寓
意
」
の
あ
る
独
立
し
た
「
小
説
」
に
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
記
し
て
お
け
ば
、
注
文
は
二
点
あ
る
。
第

一
点
は
連
載
「
小
説
」
、
つ
ま
り
新
聞
小
説
の
作
成
と
い
う
本
質
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
点
は
こ
れ
ま
で
雑
報
欄
の
中
で
他
の
雑
報
記
事

（
’
一
ユ
ー
ろ
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
続
き
も
の
を
や
め
て
、
新
た
に
独
立
し
た
小
説
欄
を
設
け
る
と
い
う
新
聞
紙
面
の
形
態
の
改
革
で

あ
る
。
結
果
と
し
て
は
こ
の
提
言
に
よ
っ
て
、
事
実
の
報
道
な
の
か
創
作
な
の
か
性
格
の
暖
昧
で
あ
っ
た
続
き
も
の
は
消
滅
す
る
こ
と
に

こ
の
「
或
る
人
」
の
提
言
に
聯
画
閑
人
は
賛
意
を
表
し
、
読
売
新
聞
が
時
流
に
抗
し
難
く
、
続
き
も
の
の
掲
載
に
踏
承
切
っ
た
が
、
そ

れ
も
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
現
状
を
左
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
さ
り
な
が
ら
新
聞
紙
も
ま
た
一
の
売
品
に
過
ぎ
ざ
れ
ぱ
時
流
に
投
じ
看
官
の
意
を
迎
へ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
且
今
我
府
内
に
お

つ
ｘ
き
ば
な
し

い
て
如
何
な
る
新
聞
紙
が
最
も
世
に
行
は
る
入
か
を
察
す
る
に
…
…
小
新
聞
な
る
も
の
に
概
ね
続
話
し
を
以
て
記
載
物
の
重
な
る

な
っ
た
。
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要
す
る
に
挿
話
を
入
れ
た
東
京
絵
入
新
聞
の
犯
罪
・
情
痴
事
件
の
連
載
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
の
に
く
ら
べ
、
止

む
な
く
続
き
も
の
の
流
行
を
受
容
れ
た
小
新
聞
の
元
祖
・
読
売
新
聞
の
記
者
の
中
途
半
端
な
ま
た
後
ろ
め
た
い
執
筆
の
苦
心
を
訴
え
て
い

る
。
「
故
に
或
る
人
の
云
る
如
く
此
の
如
き
小
説
類
似
の
長
物
語
を
雑
報
欄
に
混
載
せ
ん
よ
り
は
寧
ろ
純
然
た
る
小
説
を
別
欄
に
登
載
す

る
に
如
ず
・
…
：
」
と
あ
る
様
に
「
或
る
人
」
の
提
言
が
救
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど

の
新
聞
界
の
実
情
も
参
照
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

（
巧
）

…
…
試
み
に
其
例
を
欧
米
の
新
聞
紙
に
求
た
る
に
毎
週
発
刊
の
新
聞
紙
等
に
は
必
ず
小
説
を
掲
げ
日
々
発
刊
の
新
聞
紙
と
誰
も
其
例

少
か
ら
ず
現
に
仏
国
の
プ
チ
ー
ジ
ウ
ル
ナ
ル
（
小
新
聞
と
云
ふ
意
）
の
如
き
は
日
々
の
発
刊
に
て
紙
面
は
其
名
の
如
く
広
大
な
ら
ず

我
読
売
よ
り
も
一
寸
強
も
小
ぎ
小
新
聞
な
が
ら
日
々
其
紙
面
の
下
段
に
二
個
づ
上
の
小
説
を
掲
げ
然
も
仏
国
内
に
あ
り
し
事
は
大
小

も
ら
さ
ず
記
載
す
る
と
の
事
大
い
に
社
会
の
信
用
厚
く
日
々
発
刊
の
紙
数
六
十
万
余
部
の
多
き
に
達
す
る
と
云
へ
り
然
れ
ば
我
読
売

新
聞
に
小
説
を
掲
ぐ
る
も
敢
て
不
可
な
ぎ
に
よ
り
来
春
よ
り
は
別
欄
を
設
け
日
々
二
一
章
づ
つ
記
者
の
編
述
し
た
る
も
の
或
ひ
は
欧

米
の
小
説
中
最
も
佳
な
る
も
の
を
選
び
て
登
載
し
自
余
の
小
説
類
似
の
続
き
話
し
は
一
切
廃
さ
ん
こ
と
を
希
望
せ
り
…
…

以
上
で
「
読
売
雑
謹
」
の
加
藤
瓢
乎
の
一
文
の
紹
介
は
終
る
が
、
こ
の
方
針
に
従
っ
て
翌
明
治
十
九
年
よ
り
小
説
欄
が
新
設
さ
れ
た
。

も
の
と
し
之
に
大
い
な
る
絵
画
を
挿
入
し
て
紙
面
の
央
を
填
む
る
事
往
々
あ
る
も
皆
看
客
の
愛
媚
を
買
ん
が
た
め
に
し
て
読
む
人
も

又
堅
く
る
し
き
論
説
等
を
見
る
よ
り
〈
柔
か
な
る
続
話
の
方
に
目
を
注
ぐ
人
多
し
故
に
こ
れ
と
並
び
立
ち
共
に
優
劣
を
争
ふ
以
上
は

我
意
に
進
ま
ざ
る
も
の
な
り
と
て
み
だ
り
に
斥
け
て
採
ざ
る
が
如
き
は
策
の
得
た
る
も
の
に
非
ず
左
り
と
て
陳
腐
狼
葵
な
る
続
話
を

ひ
き

掲
ぐ
る
は
記
者
の
潔
し
と
せ
ざ
る
処
な
る
が
故
に
探
訪
員
の
聞
き
得
た
る
も
の
Ｌ
う
ち
誹
殼
に
渉
ら
ず
狼
蘂
に
入
ら
ず
読
ん
で
面
白

く
益
多
き
も
の
の
み
を
選
ん
で
記
載
す
る
心
得
な
が
ら
或
は
小
説
に
類
し
然
ら
ざ
れ
ぱ
其
談
話
淡
白
無
味
に
し
て
看
官
の
喝
菜
を
得

る
事
難
し
…
：
．
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た
ん
て
つ
ぢ
や
う

明
治
十
九
年
一
月
四
日
（
月
）
よ
り
連
載
さ
れ
た
『
鍛
鐵
場
の
主
人
』
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ォ
ル
ジ
ュ
・
オ
ネ
ー
原
作
の
小
説
の
翻
訳
で

「
聯
画
閑
人
記
述
」
、
つ
ま
り
加
藤
瓢
手
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
雑
報
欄
（
主
と
し
て
三
面
）
の
中
で
三
面
記
事

と
並
ん
だ
続
き
も
の
と
異
り
、
こ
れ
は
二
面
の
下
段
（
五
段
且
全
部
を
占
め
る
小
説
と
い
う
新
鮮
な
読
承
も
の
の
欄
で
、
書
出
し
は

「
千
八
百
八
十
年
十
月
中
の
事
な
り
と
か
美
麗
な
る
猟
衣
裳
を
着
け
た
る
一
人
の
少
年
が
仏
国
の
ジ
ュ
ウ
と
云
る
山
の
中
腹
に
生
ひ
茂
り

（
略
）

た
る
森
の
片
蔭
に
体
ひ
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
休
刊
日
を
の
ぞ
い
て
三
月
二
十
日
ま
で
毎
日
連
載
さ
れ
た
。

た
う
せ
い
あ
き
う
ど
か
た
ぎ

次
い
で
、
三
月
二
十
三
日
よ
り
饗
庭
篁
村
の
『
当
世
商
人
気
質
」
が
五
月
二
十
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
第
一
回
で
は
、
木
挽
町
の
た
ど

ん
屋
で
夫
婦
共
稼
ぎ
の
山
形
屋
萬
助
と
い
ふ
吝
沓
の
商
人
が
わ
ず
か
二
十
年
経
つ
か
経
ぬ
に
立
派
な
質
屋
と
な
っ
た
。
独
り
子
の
千
太
郎

は
極
端
に
慈
悲
心
が
深
く
、
人
に
情
け
を
か
け
過
ぎ
、
猿
に
ま
で
高
価
な
菓
子
を
投
げ
与
え
る
の
で
親
が
困
っ
て
い
る
。
結
局
、
深
川
辺

の
小
質
屋
傳
助
に
千
太
郎
を
預
け
教
育
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
．
…
．
．
と
い
う
筋
で
、
千
太
郎
が
様
々
の
意
見
を
う
け
て
商
人
と
し

て
成
長
し
て
ゆ
く
様
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
承
て
も
明
ら
か
に
八
文
字
屋
の
気
質
物
を
土
台
と
し
た
作
で

し
ん
せ
つ
う
ご
の
つ
き

ひ
く
み
す
じ

読
売
新
聞
に
お
い
て
は
こ
の
様
に
し
て
、
同
年
四
月
二
十
八
日
よ
り
『
新
説
雨
後
月
』
、
七
月
初
旬
よ
り
『
人
の
噂
』
、
ま
た
『
弾
三
線

え
に
し
い
と
ぐ
ち

縁
の
緒
」
な
ど
新
し
い
読
み
も
の
で
あ
る
〃
小
説
〃
が
続
々
と
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〃
新
聞
小
説
〃
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

あ
る
。

よ
せ
ぶ
み

坪
内
遁
遙
の
読
売
新
聞
へ
の
寄
稿
は
や
は
り
こ
の
明
治
十
八
年
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
五
月
十
三
日
、
「
寄
書
」
欄
に
「
詩
歌
の
改
良
」

と
い
う
題
で
「
本
郷
真
砂
街
春
の
や
隠
居
お
ぼ
ろ
」
と
い
う
署
名
で
投
書
し
た
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
五
月
十
日
、
浅
野
狂
夫
と

い
う
人
物
が
寄
書
欄
で
詩
歌
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
提
言
し
た
も
の
で
、
ま
た
本
年
三
月
序
の
『
小
説
神
髄
』
の
近
刊
予
告
も
か
ね
て
い

る
。
「
…
…
さ
て
文
明
の
詩
歌
と
は
如
何
な
る
者
を
い
ふ
や
。
曰
く
真
成
の
小
説
是
な
り
。
…
…
文
明
の
詩
歌
即
ち
真
成
の
小
説
は
専
ら
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写
生
を
主
髄
と
す
る
活
人
情
史
即
ち
是
な
り
…
…
其
詳
細
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ぱ
請
ふ
近
々
発
見
な
せ
る
拙
著
小
説
神
髄
を
見
ら
れ
よ
》
文

（
面
）

明
の
詩
歌
と
未
開
の
詩
歌
と
其
区
別
灼
た
る
に
ち
か
入
る
べ
し
…
…
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ま
で
の
詩
歌
に
代
る
も
の
と
し
て
人

ノ
ベ
ル

情
、
世
態
風
俗
を
写
生
し
た
小
説
を
新
し
い
文
明
社
会
の
詩
歌
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
同
年
五
月
十
五
日
、
十
七

日
、
十
九
日
、
六
月
三
日
に
「
粋
の
釈
義
」
「
釈
教
の
活
用
」
な
ど
「
春
の
や
お
ぼ
ろ
」
の
署
名
で
投
書
し
て
い
る
。
以
後
も
盛
ん
に
投

書
を
続
け
る
が
、
翌
十
九
年
十
月
頃
か
ら
は
、
大
新
聞
の
社
説
に
あ
た
る
「
読
売
雑
謹
」
の
筆
者
と
し
て
演
劇
改
良
に
つ
い
て
論
陣
を
は

（
焔
）
ア
イ
ノ
テ

っ
て
い
る
。
同
年
十
月
二
十
七
日
「
演
劇
改
良
の
一
手
段
」
（
読
売
雑
謹
）
、
同
月
二
十
九
日
「
再
び
チ
ョ
ボ
と
傍
言
を
論
ず
」
（
同
上
）
、

同
月
三
十
日
「
再
び
チ
ョ
ポ
と
傍
言
を
論
ず
（
承
前
ご
（
同
上
）
な
ど
で
以
後
も
盛
ん
に
執
筆
し
て
い
る
。
明
治
十
八
年
か
ら
の
読
売
新

聞
紙
上
に
お
け
る
春
の
や
お
ぼ
ろ
の
活
動
を
み
る
と
、
前
述
し
た
聯
画
閑
人
・
加
藤
瓢
乎
の
読
売
雑
謹
の
文
章
（
十
八
年
十
二
月
）
に
み

ら
れ
る
小
説
欄
の
新
説
を
指
導
し
た
の
が
春
の
や
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
春
の
や
お
ぼ
ろ
の
方
針
の
中
心
に
あ
っ
た
の

は
い
う
ま
で
も
な
く
『
小
説
神
髄
』
（
本
年
九
月
よ
り
刊
行
）
ま
た
『
書
生
気
質
』
（
六
月
よ
り
刊
行
）
で
発
表
ざ
れ
実
践
さ
れ
た
小
説
論

で
あ
っ
た
。
『
書
生
気
質
』
初
版
の
口
絵
に
描
か
れ
た
芸
者
が
「
読
売
新
聞
」
を
開
い
て
い
る
姿
も
想
起
さ
れ
る
。
『
小
説
神
髄
」
が
わ
が

国
の
文
壇
の
文
明
開
化
の
幕
明
け
を
し
た
名
著
で
あ
る
こ
と
以
上
に
、
坪
内
遁
遙
が
そ
の
小
説
論
に
よ
っ
て
直
ち
に
小
新
聞
の
元
祖
、
読

売
新
聞
の
紙
面
に
は
じ
め
て
小
説
欄
を
創
設
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
理
論
の
発
表
と
社
会
的
実
践
と
同
時
に
敢
行
し
た
若
き
巨
人

の
姿
に
文
明
開
化
期
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
啓
蒙
思
想
家
、
文
教
政
策
の
実
践
者
の
面
影
を
想
像
し
た
い
。

明
治
二
十
年
八
月
に
は
高
田
半
峰
が
正
式
に
読
売
新
聞
の
主
筆
と
な
っ
た
（
『
読
売
新
聞
八
十
年
史
』
読
売
新
聞
社
刊
）
が
、
こ
れ
は

坪
内
遁
遙
の
勧
め
に
よ
っ
た
の
だ
。
高
田
半
峰
自
身
「
…
。
：
一
日
坪
内
君
は
私
に
向
っ
て
『
読
売
新
聞
で
論
説
を
書
く
記
者
即
ち
主
筆
が

欲
し
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
君
一
つ
や
っ
て
見
な
い
か
』
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
ｏ
」
（
高
田
早
苗
述
『
半
峰
昔
ぱ
な
し
』
昭
和
二
年
十
月

三
日
、
早
大
出
版
部
刊
「
五
三
、
読
売
新
聞
の
由
来
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
…
…
然
る
に
坪
内
君
は
自
分
が
援
兵
す
る
と
い
ふ
約
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束
で
私
に
是
非
入
社
せ
よ
と
勧
め
牛
込
北
町
の
私
の
住
居
へ
饗
庭
篁
村
君
を
つ
れ
て
来
て
二
人
で
頻
り
と
酒
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
さ
て

私
は
饗
庭
君
と
酒
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て
承
る
と
江
戸
シ
子
同
士
で
頗
る
気
が
合
ひ
遂
に
入
社
の
覚
悟
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
」
（
五
四
、

読
売
新
聞
主
筆
と
し
て
）
「
斯
う
い
ふ
方
針
が
確
定
し
た
の
で
先
づ
坪
内
君
に
客
員
と
し
て
入
社
し
て
も
ら
ひ
、
更
に
進
ん
で
当
時
の
青

年
文
士
中
見
込
の
あ
る
人
を
二
三
人
入
社
さ
せ
よ
う
と
し
て
頻
り
と
物
色
し
た
の
で
あ
る
。
其
頃
私
の
処
に
出
入
し
た
人
で
二
宮
郁
二
郎

と
い
ふ
奇
人
が
あ
っ
た
。
此
人
は
和
泉
屋
と
い
ふ
立
派
な
本
屋
の
息
子
さ
ん
で
、
小
川
為
次
郎
君
と
親
し
い
交
り
が
あ
っ
た
。
…
…
忽
ち

に
し
て
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
の
二
君
を
見
付
け
出
し
た
。
両
君
と
も
当
時
未
だ
若
か
っ
た
け
れ
ど
も
頗
る
評
判
の
好
い
人
で
あ
っ
た
か

ら
、
入
社
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
遂
に
両
君
を
同
時
に
聰
す
る
事
に
し
た
。
」
（
五
六
、
唯
一
の
文
学
新
聞
）

坪
内
道
遙
に
よ
る
読
売
新
聞
小
説
欄
の
創
設
は
他
紙
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
新
聞
小
説
が
流
行
す
る
時
代
を
迎
え
た
。
明
治
二
十
年
代

の
所
謂
紅
露
時
代
の
文
運
の
隆
盛
も
そ
の
源
は
読
売
新
聞
の
小
説
欄
の
改
革
と
い
う
這
遙
の
文
明
開
化
の
構
想
の
中
に
あ
っ
た
。
空
理
空

論
で
な
く
、
た
と
い
知
識
人
の
ひ
ん
し
ゅ
く
す
る
三
面
記
事
の
続
き
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
江
戸
時
代
か
ら
世
間
に
根
付
い
て
き
た

ノ
ベ
ル

草
双
紙
合
巻
風
の
物
語
を
改
良
し
て
新
時
代
の
小
説
と
し
て
育
て
る
と
い
う
の
が
遁
遙
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

道
遙
が
草
双
紙
合
巻
や
小
新
聞
の
続
き
も
の
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
小
説
神
髄
』
の
次
の
一
文
に
よ
っ
て
も
分
る
。

…
…
而
し
て
草
冊
子
の
文
の
如
き
は
最
も
世
話
物
に
相
適
ひ
て
且
つ
改
良
に
便
な
る
も
の
な
り
。
我
が
将
来
の
小
説
作
者
は
よ
る
し

あ
み

く
此
体
を
改
良
し
て
完
美
完
全
の
世
話
物
語
を
編
成
な
さ
ま
く
企
つ
く
し
。
世
の
活
眼
な
ぎ
似
而
非
学
者
は
我
が
双
冊
子
の
文
体
を

ぱ
い
と
鄙
び
た
り
と
て
罵
れ
ど
も
、
ざ
る
は
小
説
の
何
た
る
を
ぱ
解
せ
ざ
る
に
出
た
る
謬
錯
の
承
。
小
説
は
人
情
及
び
風
俗
を
活
る

よ
し
や

が
如
く
に
叙
し
い
だ
し
て
、
読
む
も
の
を
し
て
感
ぜ
し
む
る
を
其
目
的
と
は
な
す
も
の
な
り
。
仮
令
俗
言
浬
語
あ
り
と
も
、
其
文
章

ノ
ペ
ル

四
お
わ
り
に
ｌ
坪
内
遁
遙
の
小
説
観
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草
双
紙
合
巻
の
文
章
に
東
京
語
を
組
承
込
ん
だ
小
新
聞
の
続
き
も
の
の
文
体
を
新
時
代
の
小
説
の
文
体
と
し
て
勧
め
て
い
る
。
こ
こ
に

は
他
の
文
体
を
説
い
た
箇
所
と
比
べ
て
も
、
「
小
説
は
人
情
及
び
風
俗
を
活
る
が
如
く
叙
し
い
だ
し
て
…
…
」
と
、
『
小
説
神
髄
』
の
テ
ー

（
四
）

マ
の
核
心
が
凝
縮
し
て
説
か
れ
て
い
る
だ
け
に
遁
遙
の
最
も
集
中
し
た
熱
弁
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
と
え
「
俗
言
僅
語
」
つ
ま
り
、
女
、
子

供
や
社
会
の
下
層
の
賤
し
い
職
業
に
従
事
す
る
人
々
の
た
ど
ｊ
、
し
い
言
葉
の
描
写
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
人
間
の
真
心
、
魂
が
こ
め

ら
れ
て
い
れ
ば
、
立
派
な
芸
術
で
あ
る
。
『
小
説
神
髄
』
の
文
体
論
の
中
で
遁
遙
は
、
江
戸
期
以
来
の
草
双
紙
合
巻
と
今
、
目
の
前
に
流

行
し
て
い
る
小
新
聞
の
続
き
も
の
に
最
も
鮮
明
な
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
い
る
。
草
双
紙
合
巻
や
続
き
も
の
を
温
か
く
見
守
り
弁

護
し
て
い
る
様
な
道
遙
の
態
度
に
は
相
当
に
徹
底
し
た
も
の
が
承
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
私
は
こ
の
点
か
ら
、
『
小
説
神
髄
』
そ
の
他
に
散

見
さ
れ
る
遁
遙
の
発
言
の
背
景
、
特
に
江
戸
の
戯
作
文
芸
と
の
関
係
に
つ
い
て
二
三
の
点
を
述
べ
て
本
稿
を
終
り
た
い
。

『
小
説
神
髄
』
は
明
治
十
八
年
三
月
出
版
の
予
定
で
あ
っ
た
が
書
建
・
東
京
稗
史
出
版
社
の
失
敗
で
中
絶
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
五
月

十
三
日
の
読
売
新
聞
に
「
文
明
の
詩
歌
即
ち
真
成
の
小
説
は
専
ら
写
生
を
主
髄
と
す
る
活
人
情
史
即
ち
是
な
り
・
・
・
…
」
と
本
書
の
出
版
予

告
を
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
こ
の
様
な
経
過
で
九
月
か
ら
分
冊
形
式
で
害
建
・
松
月
堂
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ふ
り
が
な
し
ん

に
神
あ
り
な
ぱ
、
他
の
絵
画
に
も
音
楽
に
も
ま
た
詩
歌
に
も
恥
ぢ
ざ
る
べ
き
一
大
美
術
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
因
云
。
此
間
の
傍
訓
新

ぷ
ん
し

つ
づ
き
も
の

聞
紙
に
掲
載
せ
る
所
謂
続
話
の
雑
報
の
如
き
は
、
お
ほ
む
ね
草
冊
子
体
の
文
章
な
れ
ど
も
、
多
少
の
改
良
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
。

其
改
良
の
主
な
る
も
の
を
い
へ
ぱ
、
詞
の
う
ち
に
ま
じ
へ
用
ふ
る
京
阪
風
の
哩
言
を
廃
し
て
専
ら
東
京
語
と
な
し
た
る
事
な
り
。
故

に
此
間
の
草
冊
子
体
は
種
彦
文
に
似
た
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
俗
文
体
（
春
水
文
）
に
似
た
る
も
の
な
り
。
是
れ
併
し
な
が
ら
東
京
府

み
く
に

の
、
皇
国
の
中
央
と
な
り
た
る
よ
り
自
然
に
出
来
せ
し
変
更
な
る
べ
し
。
：
…
．
（
下
巻
、
文
体
論
、
第
三
雅
俗
折
衷
文
体
、
乞
）
草

の
、
皇
弓

双
子
体
）
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（
分
冊
は
九
冊
、
翌
明
治
十
九
年
四
月
ま
で
刊
行
）
。
本
書
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
論
著
が
あ
っ
て
門
外
漢
で
あ
る
私
が
敢
え
て
加
わ
る
こ

と
も
な
い
。
た
ミ
こ
の
年
二
月
の
序
（
「
は
し
が
き
」
）
の
あ
る
貢
開
巻
悲
憤
）
慨
世
士
傳
』
（
英
国
ロ
ル
ド
リ
ッ
ト
ン
箸
、
日
本
遁
遙

遊
人
訳
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
序
の
内
容
の
趣
旨
は
ほ
と
ん
ど
『
小
説
神
髄
』
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
私
に
は
こ
の
『
慨
世

士
傳
』
の
序
の
方
が
大
い
に
分
り
易
す
い
の
で
、
こ
の
序
に
つ
い
て
二
、
三
述
べ
て
ゑ
た
い
。

『
小
説
神
髄
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
序
で
も
、
最
近
の
稗
史
物
語
の
盛
行
を
述
べ
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
「
：
…
・
意
を
勧
懲
に
発
す

い
が
た

し
く
み

る
を
ぱ
小
説
稗
史
の
主
眼
と
心
得
道
徳
と
い
ふ
模
型
を
造
り
て
力
め
て
脚
色
を
其
内
に
て
工
夫
な
さ
ま
く
ほ
り
す
る
か
ら
に
…
…
」
真
の

小
説
が
書
け
な
い
。
真
の
小
説
と
は
「
夫
れ
小
説
は
美
術
に
し
て
詩
歌
の
変
体
に
外
な
ら
ざ
る
也
。
さ
れ
ば
小
説
の
主
髄
と
す
べ
き
は
人

情
世
態
の
承
…
：
．
」
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
小
説
神
髄
』
の
「
小
説
の
主
脳
は
人
情
な
り
。
世
態
風
俗
こ
れ
に
次
ぐ
」
（
「
小
説
の
主

眼
」
）
と
同
様
で
あ
る
。
た
図
『
概
世
士
傳
』
の
序
で
は
「
人
情
」
を
描
写
し
た
実
例
と
し
て
明
確
に
為
永
春
水
の
人
情
本
に
触
れ
て
、

こ
れ
を
絶
賛
し
て
い
る
。
だ
か
ら
分
り
易
す
い
の
で
あ
る
。

（
釦
）
ふ
み

お
の
れ
久
し
く
情
史
を
読
ま
ね
ば
書
名
も
人
名
も
忘
れ
に
た
れ
ど
（
作
者
は
為
永
春
水
翁
也
）
八
幡
鐘
と
い
ふ
書
に
や
あ
り
け
ん
某

み
に
く

と
い
へ
る
一
個
の
通
客
あ
り
性
来
類
な
ぎ
美
男
子
な
り
し
が
戯
れ
に
干
梅
の
皮
を
と
り
て
こ
れ
を
其
面
に
貼
つ
け
つ
上
わ
ざ
と
醜

な
に
が
し

げ
い
し
ゃ

か
る
男
と
な
り
て
某
と
い
へ
る
校
書
を
挑
み
て
屡
々
之
を
聰
す
る
も
の
か
ら
此
妓
元
来
を
さ
な
か
り
し
頃
親
と
親
と
の
約
束
に
て

い
ひ
な
づ
け

許
婚
せ
し
夫
あ
り
け
り
斯
有
し
か
ぱ
其
夫
の
面
は
い
ま
だ
見
知
ら
ざ
れ
ど
も
親
の
遺
言
を
堅
く
守
り
て
浮
た
る
稼
業
を
営
承
な
が

は
お
り

ら
も
曾
て
あ
だ
な
る
振
舞
を
な
さ
ず
男
嫌
の
唄
女
と
い
は
れ
て
此
時
ま
で
は
過
し
た
り
し
が
件
の
通
人
に
思
は
れ
て
よ
り
い
と
ノ
ー
、

弓
三
つ

切
な
る
情
に
ほ
だ
さ
れ
義
理
人
情
の
戻
り
が
た
さ
に
莞
に
其
意
に
随
ふ
由
を
ぱ
い
と
物
憐
れ
に
描
し
い
だ
せ
り

つ
ょ
季

と
述
べ
、
右
に
関
し
て
勧
懲
の
作
者
は
「
夫
な
ら
ぬ
夫
を
重
ぬ
る
事
己
に
大
い
に
道
に
違
へ
り
」
と
罵
る
で
あ
ろ
う
が
「
是
な
か
な
か

に
物
語
の
ま
こ
と
の
主
旨
に
よ
く
か
な
ひ
て
人
情
の
髄
を
穿
ち
し
も
の
也
」
と
評
し
て
い
る
。
遁
遙
は
更
に
春
水
を
賛
え
て
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『
小
説
神
髄
』
で
は
曲
亭
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
傳
』
を
実
例
と
し
て
道
徳
優
位
の
江
戸
時
代
の
考
え
方
一
般
を
烈
し
く
攻
撃
し
た

た
め
に
、
遁
遙
が
江
戸
小
説
・
戯
作
全
体
を
否
定
し
た
と
考
え
る
向
き
が
あ
る
（
な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
が
）
が
、
全
く
そ
う
で
は
な
く

て
、
逆
に
戯
作
の
本
流
で
あ
る
人
情
本
や
次
に
述
べ
る
滑
稽
本
（
両
者
の
源
は
戯
作
文
芸
の
元
祖
・
酒
落
本
で
あ
る
）
を
文
芸
と
し
て
評

ノ
ベ
ル

価
し
新
時
代
の
小
説
に
育
て
よ
う
と
し
た
の
だ
。
「
滑
稽
本
」
に
つ
い
て
も
遁
遙
は
こ
れ
を
社
会
小
説
と
し
て
評
価
し
、
こ
れ
に
基
い
て

新
し
い
文
芸
が
流
行
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

曲
亭
の
如
き
は
此
種
の
（
英
雄
小
説
の
ｌ
本
田
注
）
作
者
中
に
尤
な
る
者
な
り
。
他
の
一
種
を
総
称
し
て
社
会
小
説
若
く
は
人
情

小
説
と
い
ふ
を
得
く
し
此
種
の
小
説
は
強
ち
脚
色
に
骨
を
折
ら
ず
専
ら
人
情
の
隠
微
を
穿
ち
て
神
に
通
ぜ
ん
と
願
え
る
も
の
な
り
。

英
仏
の
近
代
に
此
種
の
物
多
し
、
我
国
に
て
は
式
亭
三
馬
ひ
と
り
此
派
中
に
傑
出
せ
し
が
…
…
英
雄
好
の
我
国
の
読
者
は
三
馬
と
曲

亭
と
は
雲
泥
月
鼈
大
な
る
廷
経
あ
る
如
く
に
思
へ
り
信
に
謬
れ
り
と
い
ふ
べ
き
の
永
…
…
中
央
の
文
壇
に
は
社
会
小
説
に
関
す
る
好

尚
漸
く
暢
ん
と
す
る
傾
き
あ
り
、
彼
の
馬
琴
的
の
人
物
は
追
ひ
追
ひ
跡
を
た
上
ん
と
せ
り
将
来
の
文
学
の
為
祝
す
べ
き
が
如
し
（
新

春
水
翁
の
人
情
を
穿
つ
に
妙
な
る
菅
に
こ
れ
の
み
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
梅
暦
な
る
米
八
の
如
き
も
ま
た
其
例
と
は
な
す
べ
き
な
り
春

か
ち
よ
く

水
翁
の
価
直
に
つ
き
て
も
お
の
づ
か
ら
別
論
あ
れ
ど
も
こ
入
に
は
省
き
つ
さ
れ
ば
小
説
に
道
徳
主
義
を
ば
強
ひ
て
嵌
こ
ま
む
と
力
む

る
事
い
と
至
難
に
し
て
不
都
合
な
る
を
ぱ
読
者
も
大
方
に
知
ら
れ
つ
く
し

以
上
の
よ
う
に
為
永
春
水
の
人
情
本
に
具
体
的
に
触
れ
て
、
こ
の
序
文
の
眼
目
で
あ
る
「
小
説
の
主
髄
と
す
べ
き
は
人
情
世
態
の
承
」

を
明
瞭
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
絶
賛
ぶ
り
、
愛
好
の
様
子
を
み
る
と
遁
遙
と
い
う
人
は
よ
ほ
ど
江
戸
小
説
・
戯
作
が
す
ぎ
で
こ
れ
を
新
時

代
の
小
説
に
格
上
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
『
小
説
神
髄
』
も
右
の
序
文
と
同
工
異
曲
で
、
人
情
本
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

明
確
に
書
い
て
い
な
い
が
、
結
局
は
こ
の
序
文
と
同
様
に
人
情
本
を
は
じ
め
と
す
る
戯
作
に
光
を
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

ミ
Ｏ

う
力
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潟
新
聞
、
明
治
二
十
一
年
一
月
十
一
日
。
自
作
『
赤
星
屋
物
語
』
連
載
の
予
告
）

や
上
時
期
が
づ
れ
る
が
こ
れ
が
遁
遙
の
文
芸
観
で
あ
ろ
う
。
道
徳
を
説
き
、
ま
た
伝
説
の
筋
や
脚
色
に
意
を
用
い
る
が
、
肝
心
の
人
間

を
、
人
間
の
心
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
写
し
な
い
「
読
本
」
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

読
本
と
い
え
ば
寛
政
の
改
革
に
伴
う
出
版
条
令
に
よ
っ
て
泗
落
本
が
禁
止
さ
れ
山
東
京
伝
が
酒
落
本
の
筆
を
折
っ
て
以
降
は
最
も
本
格

的
な
読
み
物
と
し
て
江
戸
小
説
蔵
作
。
遁
遙
は
「
稗
史
」
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
。
）
界
に
君
臨
し
て
き
た
。
時
代
も
の
（
歴
史
小
説
）

優
位
と
い
う
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
考
え
方
も
あ
っ
て
、
当
時
「
中
本
」
と
呼
ば
れ
た
滑
稽
本
・
人
情
本
（
世
話
も
の
。
現
代
小
説
。
）

は
軽
文
学
と
し
て
読
本
の
下
位
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
本
と
共
に
あ
る
い
は
中
本
の
更
に
下
層
に
絵
本
の
草
双
紙
合
巻
が
あ
っ
て
一
般

家
庭
か
ら
裏
長
屋
の
は
し
み
１
に
ま
で
婦
女
童
蒙
に
親
し
ま
れ
た
。
草
双
紙
合
巻
は
最
も
大
量
に
普
及
し
た
江
戸
文
芸
で
あ
っ
た
。

ノ
ベ
ル

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
説
と
い
う
新
し
い
文
芸
を
理
解
し
は
じ
め
た
時
、
遁
遙
は
江
戸
小
説
の
中
の
滑
稽
本
、
人
情
本
、
ま
た
草
双
紙
合
巻

に
思
い
至
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
儒
教
道
徳
に
支
配
さ
れ
た
社
会
の
下
層
の
一
隅
に
多
く
の
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
戯
作
が

ノ
ベ
ル

あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
新
時
代
の
小
説
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。
改
め
て
小
説
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
た
西
欧
市
民
社
会
の
立
場
か
ら
こ

れ
ら
の
戯
作
を
見
直
し
た
時
、
前
述
し
た
為
永
春
水
や
式
亭
三
馬
の
評
価
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
逆
に
言
え
ば
滑
稽
本
・

ノ
ベ
ル

人
情
本
・
草
双
紙
合
巻
を
新
し
く
見
直
し
た
時
、
遁
遙
は
は
じ
め
て
「
小
説
」
を
舶
来
の
知
識
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
に
実
感
を

も
っ
て
、
ま
た
日
本
文
化
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
小
説
神
髄
』
の
テ
ー
マ
は
、
単
に
ヨ
ー
ロ
ッ

ノ
ペ
ル

パ
の
「
小
説
」
の
本
質
の
紹
介
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
こ
の
新
し
い
文
明
の
光
に
よ
っ
て
読
本
を
頂
点
と
し
草
双
紙
合
巻
を
下
層

ノ
ベ
ル

と
す
る
戯
作
（
稗
史
）
の
序
列
を
、
江
戸
時
代
の
文
化
の
構
造
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
小
説
」
の
神
髄
を
説
く
こ
と
は
同
時

に
文
明
開
化
期
を
迎
え
た
「
稗
史
」
の
、
つ
ま
り
明
治
の
日
本
文
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
勇
気
の
い
る
革
新
的

な
大
仕
事
を
遁
遙
は
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
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遁
遙
の
小
説
観
に
つ
い
て
は
な
お
別
途
、
戯
作
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
今
日
、
全
国
の
中
央
紙
、
地
方

紙
の
朝
夕
刊
に
心
ず
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
独
特
の
新
聞
小
説
の
源
流
を
た
ず
ね
、
そ
れ
が
明
治
十
九
年
正
月
の
坪
内
遁
遙
に
よ
る
読
売

新
聞
の
紙
面
の
改
革
、
小
説
欄
の
創
設
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
く
に
と
望
め
る
。
遁
遙
は
続
き
も
の
を
雑
報
欄
か
ら
切
離
し
て
「
ノ
ベ
ル
」

と
し
て
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
文
明
開
化
の
リ
ー
ダ
ー
の
巨
星
坪
内
遁
遙
の
偉
業
を
こ
上
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

注

（
１
）
『
図
説
日
本
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
日
刊
、
山
本
明
・
藤
竹
暁
著
）
に
よ
る
。
全

発
行
部
数
は
プ
ラ
ゥ
ダ
や
イ
ズ
雲
へ
ス
チ
ャ
の
よ
う
な
一
千
万
部
を
超
す
巨
大
な
党
や
政
府
の
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
て
い
る
社
会
主
義
国
の
ソ
連
が

世
界
最
大
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
今
日
で
は
修
正
の
必
要
が
あ
る
。

な
お
『
文
藝
春
秋
』
本
年
四
月
号
「
大
新
聞
は
生
き
残
れ
る
か
」
に
よ
れ
ば
日
本
の
新
聞
発
行
部
数
（
朝
刊
）
は
「
読
売
九
百
七
十
六
万
四
千

五
百
五
十
一
、
朝
日
八
百
二
十
五
万
五
千
九
百
二
、
毎
日
四
百
十
三
万
二
千
百
二
十
一
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
（
九
一
年
一
’
六
月
・
新
聞
発
行
社
レ
ポ

（
２
）
『
草
双
紙
合
巻
か
ら
新
聞
小
説
へ
ｌ
開
化
期
文
化
の
底
流
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
、
第
皿
号
）
、
『
新
聞
小
説
の
発
生
ｌ
熊
本
新
聞
を

読
ん
で
』
（
同
、
第
賂
号
）
、
『
新
聞
小
説
の
発
生
ｌ
東
京
絵
入
新
聞
を
読
ん
で
」
（
同
、
第
Ⅳ
号
）
、
『
版
木
か
ら
活
字
へ
ｌ
稿
本
の
終
焉
」
（
国

語
と
国
文
学
、
昭
和
六
十
三
年
廻
月
号
）
。

（
３
）
日
本
で
は
じ
め
て
現
れ
た
鉛
活
字
の
新
聞
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
（
明
治
三
年
創
刊
）
以
来
、
縦
、
横
の
ワ
ク
で
囲
ま
れ
た
「
欄
」
が
出
現
し
た
。

活
字
の
組
版
の
た
め
「
欄
」
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
五
百
三
十
四
号
（
十
一
月
一
且
に
こ
の
記
事
見
当
ら
な
い
。
こ
の
号
を
入
れ
上
ぱ
三
回
連
載
と
な
る
。

（
５
）
こ
の
種
の
雑
報
記
事
連
載
の
は
じ
ま
り
は
、
東
京
絵
入
新
聞
の
場
合
は
明
治
八
年
十
一
月
二
十
九
日
よ
り
「
岩
田
八
十
八
の
は
な
し
」
（
二
回
）
、

ま
た
熊
本
新
聞
の
場
合
は
明
治
十
二
年
六
月
四
日
よ
り
「
遊
君
お
け
い
の
伝
」
（
二
回
）
で
あ
っ
た
。

（
６
）
「
仮
名
読
新
聞
」
第
一
号
は
明
治
八
年
十
一
月
一
日
刊
。
本
局
は
横
浜
本
町
六
丁
目
七
十
三
番
地
、
編
輯
兼
印
刷
人
は
神
奈
垣
魯
文
。
明
治
十

五
百
五
十
一
、
朝

－
ト
）
」
で
あ
る
。
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（
Ⅱ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
紅
要
第
Ⅳ
号
ｃ

（
皿
）
魁
蕾
子
の
別
号
。

（
過
）
は
じ
め
「
仮
名
読
新
聞
」
と
し
て
明
治
八
年
十
一
月
一
日
創
刊
。
本
局
、
横
浜
本
町
六
丁
目
七
十
三
番
地
。
編
輯
兼
印
刷
人
は
神
奈
垣
魯
文
で

あ
る
。
明
治
十
年
五
月
三
日
、
「
か
な
ょ
象
」
と
改
題
。

（
皿
）
加
藤
紫
芳
（
し
ほ
う
）
。
本
名
、
瓢
乎
（
ひ
ょ
う
や
）
。
安
政
三
年
八
月
二
十
日
ｌ
大
正
十
二
年
七
月
二
十
七
日
没
。
美
濃
大
垣
の
生
れ
。
藩

校
、
敬
教
堂
に
仏
語
を
学
び
、
十
五
歳
の
頃
上
京
、
読
売
新
聞
入
社
。
明
治
二
十
二
年
読
売
退
社
、
大
阪
朝
日
入
社
。
以
後
、
関
西
に
お
い
て
文

筆
活
動
に
従
事
し
た
。
（
日
本
近
代
文
学
大
事
典
）

こ
の
文
章
は
、
高
田
知
波
氏
が
「
小
新
聞
の
文
学
ｌ
大
衆
文
学
の
端
緒
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
闘
年
６
月
号
）
で
紹
介
さ
れ
、
新
聞
小
説
欄
の

独
立
を
考
え
る
上
で
の
重
要
さ
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
管
見
で
は
新
聞
小
説
研
究
の
上
で
は
じ
め
て
現
れ
た
卓
見
で
あ
り
傾
聴
に
値
す
る
。
高

田
氏
の
新
聞
小
説
研
究
を
含
む
新
し
い
近
代
文
学
研
究
の
発
展
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、
江
戸
文
化
か
ら
の
流
れ
の
把
握
を
意
図
す
る
拙
論
が
い

さ
さ
か
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
過
）
雄
松
堂
の
弓
冒
匡
と
犯
号
（
平
成
３
年
廻
月
、
日
刊
）
に
小
玉
齊
夫
氏
が
「
絵
入
週
刊
新
聞
『
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』
」
な
る
一
文
を
寄
稿

し
て
お
ら
れ
る
の
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。
我
国
の
安
政
の
大
地
震
を
．
〈
リ
の
読
者
に
伝
え
る
程
の
国
際
的
活
動
を
し
て
い
る
こ
の
絵
入
週
刊
紙
に

注
目
し
た
い
。
ま
た
、
『
東
京
絵
入
新
聞
」
の
発
生
な
ど
に
つ
い
て
も
海
外
の
新
聞
と
の
関
係
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
賂
）
明
治
十
九
年
五
月
、
単
行
本
『
修
羅
浮
世
／
鍛
鐵
場
主
人
』
と
し
て
出
版
。
巻
末
に
『
虚
無
党
形
気
』
近
刊
予
告
の
二
葉
亭
四
迷
自
筆
広
告
が

（
９
）

（
岨
）

年
五
月
三
日
「
か
な
よ
み
」
と
改
題
。
読
売
新
聞
、
東
京
絵
入
新
聞
と
本
紙
が
所
謂
、
小
新
聞
で
あ
る
。

（
７
）
「
新
聞
小
説
の
発
生
ｌ
東
京
絵
入
新
聞
を
読
ん
で
ｌ
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
十
七
号
。

（
８
）
明
治
九
年
九
月
十
二
日
に
「
此
間
か
ら
大
評
判
の
あ
っ
た
浅
草
御
蔵
前
片
町
の
…
…
」
と
記
事
が
出
て
い
る
。
こ
の
新
聞
得
意
の
絵
入
り
雑
報

で
、
高
橋
お
で
ん
が
寝
て
い
る
男
を
馬
乗
り
に
な
っ
て
刺
し
殺
す
挿
絵
が
一
面
下
段
中
央
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
単
独
の
記
事
で
続
き
も
の

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

あ
っ
た
。

翌
日
は
月
曜
日
で
休
刊
。

古
川
魁
雷
（
ふ
る
か
わ
か
い
ら
い
）
（
安
政
一
年
ｌ
明
治
四
十
一
年
）
は
二
世
為
永
春
水
（
染
崎
延
房
）
の
弟
子
で
岡
本
起
泉
、
饗
庭
篁
村
と

と
も
に
三
才
子
と
よ
ば
れ
た
。
二
世
春
水
の
「
金
之
助
の
は
な
し
」
に
続
い
て
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
、
第
Ⅳ
号
。
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缶
）
シ
ャ
ク
。
あ
き
ら
か
（
明
）
。

（
肥
）
無
署
名
だ
が
、
続
稿
の
署
名
に
よ
り
春
の
や
の
筆
と
思
わ
れ
る
。

（
岨
）
「
俗
言
は
自
然
の
言
な
り
．
…
：
当
時
の
情
態
を
写
せ
る
稗
史
は
俗
言
を
用
ひ
ず
し
て
綴
る
は
難
か
り
此
事
丁
寧
に
論
辨
し
て
小
説
神
髄
の
下
巻

に
あ
り
今
う
る
さ
け
れ
ば
再
び
い
は
ず
…
…
」
（
「
妹
と
背
か
堂
承
』
自
序
、
明
治
肥
年
皿
月
９
日
筆
）
と
言
う
の
も
こ
の
部
分
を
指
す
。

（
別
）
『
春
暁
八
幡
佳
年
』
全
六
編
（
為
永
春
水
作
、
歌
川
国
直
、
静
斎
英
一
画
。
天
保
七
’
九
年
刊
）
か
。
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